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○事務局 事務局でございます。 何名かの先生、 遅れられているんですが、 資料の確

認を させて頂き たい と思います。

まず、 資料 1 と しま して 、 子宮内感染についての原稿。

続き ま して、 資料 2 と して 、 子宮内感染事例の一覧と して 、 表のほ う みこなっ てお り

ます。 資料 2 のほ う は、 2 -①~ 2 -④までございます。

続き ま して、 資料 3 と して、 診療体制についての原稿にな り ます。

続き ま して 、 資料4 と して 、 診療体制に関する 、 今回、 常‘湖剤盤叢早期剥離事例の形

で絞ってお り ますけれども 、 資料のほ う 4 -①~ 4 -③までございます。

続き ま して 、 資料 5 と して 、 診療体制についてのご意見シー ト が ございます。

続きま して 、 資料 6 と して 、 ピンク 色のものですが、 ｢イ ンフォーム ドコ ンセン ト

における留意点｣ 。

続き ま して、 参考資料 1 と して、 子宮内感染に関する資料。 こ ち らのほ う が参考 1

-①~参考 1 -⑤までございます。

続きま して 、 参考 2 と して 、 診療体制に関する資料で、 こ ち らのほ う が参考 2 -①

~参考 2 -③までございます。

お手元にない資料等ございま した ら 、 事務局までお申 しつけ下さ い。

1 . 開会

○事務局 それでは、 お時間にな り ま したので、 ただいまか ら第25回産科医療補償制

度再発防止委員会を開催致 します。

池ノ 上委員長、 進行をお願い致 します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

委員の皆様、 暑い中を 、 また 、 お忙 しい中 、 お集ま り 頂き ま して 、 あ り が と う ござ

います。

こ の再発防止委員会もだんだん と 回を重ねる に従って問題点が よ り 広 く よ り 深く な



っ てきた と い う ふ う るこ思ってお り ます。 これも委員の先生方の活発など議論の成果だ

と感謝致してお り ます。

今回も 、 また、 子宮内感染であ り ます と か、 体制の問題であ り ます と か、 非常に高

度な見識を必要 とする よ う な議題が問題になっ て こ よ う かと思いますので、 ど う ぞよ

ろ し く お願いを致 します。

それでは、 まず、 今 日 の議題の最初は、 子宮内感染についてであ り ます。 原因分析

報告書の脳性麻痺発症の原因の記載を基に、 これをマス と して事務局でま と めて頂い

た ものであ り ます。

まず、 最初に、 事務局から説明をお願い致しま して、 あ と 、 ご議論頂きたいと思い

ます。 では、 事務局、 よ ろ し く お願い します。

2 . 議事

1 ) ｢テーマに沿っ た分析｣ について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 よ ろ し く お願い致 します。

まず、 資料 1 及び資料 2 -①~④までを ご覧頂き なが ら 、 ご審議をお願い致 します。

今回洌,年 . 月 末まで“録“た事綱島 う ち子宮内感染と 考え られた事例が
ございま した。 こ ち ら を分析対象と してお り ます。 子宮内感染と考え

られた事例は、 表 1 の注釈 1 にございますよ う に 、 原因分析報告書において ｢感染あ

り ･ 疑いあ り ｣ 、 あるいは ｢繊毛膜羊膜炎あ り ･ 疑いあ り ｣ と された事例でございま

す。 絨毛膜羊膜炎につき ま しては、 臨床的に診断されたもの と 病理学的に診断された

も のを含めてお り ます。

表 1 でございますが、 こ ち らが分析対象事例の概況と なってお り ます。 重複あ り と

してお り ますが、 絨毛膜羊膜炎、 臍帯炎、 また 、 胎児炎症性反応症候群、 その他起炎

菌によ る感染 と い う こ と で、 内訳をお示 し してお り ます。

次、 2 ページにな り ます。 表 2 でございますが、 こ ち らが分析対象事例の背景です。



週数で見協“漫 、 正期産,綱。■、 そ“他前期秋“事例力皿“皿
また母体への抗菌薬の投与ですと か、 産科処置の状況な どをお示 し してお り ます。

抗菌薬については、 起炎菌等に合わせて選択されている も の も あ り ますが 、 セ フ ェ

。栽皿、 ぺ-シル栽皿等。内訳 とあてお り ま した。 細菌離炎と診断さ
れ“ も叱っいて ,綱とい う ‘ と でございま したが 、 その他事例ご と “記載も ござ
いますので、 後ほ ど一覧表でお示 し致 します。

次、 2 ページの下、 表 3 でございますが、 こ ち らが前期破水事例等に関連 して萄助永

か ら児娩出“で“時間を鬮全襖gで集計したものにな→てお り ますo 毅 に も掲載 し
‘お り “すが･ ･.時間以上だ‐“事例綱島圏でございま した。

3 ページでございますが、 表 4 です。 こ ち ら は以前の委員会でご意見等ございま し

たが、 感染については診断あるいは徴候が出てから児が娩出するまでにかかった時間

等が関与する のではないかと い う ご意見も ございま したので、 こ ち ら の表を作成 しよ

う と 思いま したが 、 徴候 と い う も のを ど こか ら とするのか と いった時間の起点につい

て事務局では取 り ま と ま り ませんで したので、 今回集計は してお り ませんが、 こ の よ

う な形で取 り ま と めては ど う か と い う こ と で、 案をお示 し してお り ます。

表 5 でございます。 こ ち らが分析対象事例の胎児心拍数の状況でして、 こ ち ら を見

てみます と 基線細変動.･消失 減少 したもの･皿、 あ と .癒があったも“力皿
ございま した胎児'薄白数異常.･全 く 見 られなか*' い う靴墨皿でございま し
た。

下の表 6 でございます。 こ ち らが出生時の所見からみた状況でございますが、 P H

値でみてます と 、 鬮圏だ→たものが鬮と鬮圈ございま した。 下、 アプガ‐ス ロ
アでみてみます と 、 5 分値ですが誤植がございま して 、 3 行 目 、 5 点以上 3 点未満 と

なっ てお り ますが、 3点以上 5 点未満でございます。 失礼致しま した。 こ ち らです と 、

や“ り ･ 鱗でない所見の事例も鬮ございま した。
4 ページ以降は、 いつもの報告書同様に、 教訓 と な る事例ですと か、 原因分析報告



書の記載等を引用 してお り ます。 こ ち ら もかな り 件数が重な り 分量も多 く なってお り

ますので、 こ ち ら は後ほ どご覧頂ければ と 思いますので、 説明は割愛 させて頂き ます。

こ こで補足資料のほ う を ご覧頂きたいのですが、 資料 2 -①~④にな り ま して 、 ま

ず①のほ う をご説明致します。

こ ち らが分析対象事例の先ほ ど集計致しま した背景や分拶懸怪過等を事例ご と &こみて

みたものになってお り ます。 先ほ どの表になかっ たものです と 、 分娩経過ですと か、

あ と母体の状態、 こ ち らが何を も って臨床的な絨毛膜羊膜炎あるいは子宮内感染症 と

診断する のかと い う と こ ろで、 ガイ ドライ ンに掲載されてお り ます項 目等を参考に、

体温の上昇と頻脈、 子宮の圧痛、 羊永の悪臭、 白血球、 C R P等の所見を事例ご と に

みてみま した。 記載な し と い う ものは、 診療録に記載がない、 検査されていないもの

も ございますが、 原因分析報告書に記載されていないもの等も含まれてお り ます。

裏面に新生児の状態を記載 してお り ます。 先ほ ど集計 しま したアプガー、 P Hに加

えて、 新生児の体温、 最高値、 あ と は 白血球、 C R P の結果等をお示 し してお り ます。

また 、 出生時の治療と して 、 どの よ う な抗生剤が投与 されていたのか、 ある いは培養

検査の結果が ど う だったのかをま と めてお り ます。

また 、 一番右端少 し表が切れてお り ますが 、 原因分析報告書の ｢脳性麻痺発症の原

因｣ の項で子宮内感染に関与 した と 考え られたよ う な記載がある菌類等をお示 し して

お , ます。 圏“な り ますので、 数枚にわたっ てお り ますが･ 事例の-覧 と い う こ と
で作成してお り ます。

次、 資料 2 -②、 こ ち らが先ほ ど原稿でお示 し しま した胎児心拍数異常の一覧表の

個票でございます。 あ り 、 な しを ｢OJ 等でお示 し してお り ま して 、 その他分類でき

なかった も の等を備考に記載してお り ます。 先ほ どもお伝え致しま したが、 心拍数異

動、なか一たも の量團でございます。 斜線になっている事例につき ま しては･ 連続
的監視の記録がないので、 ド ップラ等で徐脈等が診断されている ものも ございますが 、

一応、 こ ち らの表の中では分娩監視装置の所見の結果 と い う こ と で、 間欠的だった も



のについては斜線と した状況です。

め く って頂き ま した 2枚割こ 、 こ ち ら の表を集計 したも のをお示 し してお り ますの

でご覧頂き たいの と 、 また 、 下の方に重複あ り と い う こ と で集計表をお示 し してお り

ますが 、 こ ち らが ク ロ ス させた表になってお り ます。 こ う いった も のから も事務局で

はなかなか分析する と こ ろまではでき ませんで した。 集計 した表をお示 し してお り ま

すので、 ご意見等、 あ る いは集計のよ り よい方法等をご意見頂ければと思います。

次ですが、 資料 2 -③をご覧下さい。

③は、 原因分析報告書の記載を も と に ど う いった診断が されている のか、 また、 ど

う いった要因が脳性麻痺の原因 と して関与 した と 考え られているのか。 また、 子宮内

感染が どの程度脳性麻痺に関与 したのかを事例ご と にま と めた表になってお り ます。

一番左側から 、 ｢主た る原因｣ と している のが再発防止報告書で毎年ま と めてお り

ます ｢脳性麻痺発症の主たる原因｣ の項でど う 分類されたのか と い う ものです。 その

隣、 複数の要因 と された事例がやは り 感染の場合、 多 く な り ますので、 その内訳をお

示 し してお り ます。 その隣は関与の度合いが どの よ う に記載されていたのかを抜き 出

したものにな り ます。

その他関連因子 と い う のが、 原因分析報告書において例えば前期夜助りくが関与 した と

か、 あっ た と書かれている ものについて掲載 してお り ます。 こ ち らですが、 右側にあ

り ます子宮内感染の種類 と い う と こ ろに①ん③で記載 してお り ますけれども 、 この①

の事例については、 母体の所見、 あ るいは胎児類脈から臨床的に診断されている も の。

②については、 病理学的な診断が されている も の。 ③の事例については、 新生児の所

見から診断されている ものを記載してお り ま して 、 その中で、 例えばA群ですと母体

の所見、 あ るいは胎児頻脈から臨床的に診断されている もので、 B群は母体の所見等

の臨訴所見及び病理学的に診断されている も のを B群 と してお り ます。 C群について

は病理学的に診断されたも のです。 D群 と い う のが新生児の所見のみで診断されたも

の と い う よ う な形で分類を してお り ます。

に
U



その隣ですけれども 、 要因や所見、 診断根拠な どは、 時系列でなかなかま と めに く

い と こ ろ も ございま したので、 ど う いった所見が記載されていて、 その結果ど う 診断

されている のか原因分析報告書の記載を箇条書き に した形になってお り ます。

その右側にある一番右端の列が、 どの よ う な形で脳性麻痺発症の機序に関 して記載

されていたのかをま と めたものになってお り ます。

資料 2 -④は、 ま と め る にあた り 参考に した原因分析報告書の記載を抜き 出 した資

料になってお り ますので、 ご指摘等があ り ま した ら 、 そち らの資料 2 -④をご参考に

して頂き なが ら ご審議頂ければ乙思います。

資料 1 に戻って頂き ま して 、 提言でございます。 今回初めての ご審議と な り ますの

で、 先生方から広 く ご意見を頂戴 して、 提言を改めて取 り ま と めたいと思いますが、

取 り 急ぎ原因分析報告書の記載を基に記載されている傾向を踏ま えて、 今回、 一応事

務局案と して提言をま と めま したので、 そ ち ら をご説明致します。

○市塚客員研究員 そ う しま した ら 、 資料 1 の32ページのほ う お願い します。

再発防止および産科医療の質の向上に向けて と い う こ と で、 いつも のよ う に産科医

療関係者に対する提言、 学会 ･ 職能団体に対する要望、 国 ･ 地方 自 治体に対する要望

と い う ふ う に大き く 分けてお り ます。 これ ら はこれまでの原因分析報告書に記載のあ

る も のの中でも比較的共通 して原因分析されている ものを文章化 してお り ます。

1 ) ですけれども 、 産科医療関係者に対する提言 ( 1) 子宮内感染の診断基準にかかる

項割こ該当する妊産婦については、 その後のデータ の推移に注意し、 分娩中の定期的

な検査の継続と結果の記録、 急速遂娩の判断等、 慎重に管理する。

(2) 前期破kの妊産婦は、 臨床的絨毛膜羊膜炎 と胎児のwe 1 1‐be i ng に注意する。

(3) 母体発熱 (≧ 38 . 0度) の妊婦の分娩進行中は連続的!岱拍モニタ リ ングを行い、 母

児の状態を厳重に観察、 管理する。

(4) 胎児'岱拍モニタ リ ングにおいて正常を示刻場合であって も 、 その他の所見で緘毛

膜羊膜炎が疑わ しい場合は、 早期の分娩を 目 指す。



(5) 母体発熱が認め られる な ど臨床的繊毛膜羊膜炎が疑われる所見があった場合、 新

生児仮死な どの異常分娩の場合は、 その原因究明の一助 と して胎盤病理学的検査の実

施によ り 子宮内感染の有無、 程度を調べる。 また、 その際は正確な結果が得られる よ

う 、 分娩時の詳細な情報 と と も に提出する 、 と させて頂き ま した。

学会、 職能団体に対する要望 と しま しては、 ( 1 ) 臨床的繊毛膜羊膜炎の出生前の診断

や分娩 ･ 管理、 対応の基準について、 ガイ ドラ イ ンにおける具体的な記載を充実させ

る こ と を要望する。

(2) 子宮内感染の早期診断、 早期対応に向けて 、 事例の集積および検討、 研究を推進

する こ と を要望する。

(3 ) 母体発熱が認め られる な ど臨床的繊毛膜羊膜炎が疑われる所見があった場合、 新

生児仮死な ど異常分娩の場合は、 病理の検査を実施する よ う 周知する こ と を要望する 、

と してお り ます。

国、 地方 自治体に対する要望は、 今回、 特にあ り ません。 以上です。

○事務局 (御子柴) すみません。 参考資料がございますので説明致します。 参考 1

-①~⑤までが、 子宮内感染に関する参考資料でございます。

参考 1 -①につき ま しては、 こ ち らがガイ ドラ イ ン等、 他の色々 な文献等でも引用

されてお り ますが、 Lenck 1 の分類でございます。

参考 1 -②が正期産の脳性麻痺の児でございますが、 20 1 3年7月 に出たも ので比較的

新 しい論文でございま したので、 参考に今回ご用意致 しま した。 2 ページに 、 研究対

象等が記載されてお り ますので、 そち ら を簡単にご覧頂ければと思います。

あ と 参考 1 -③が 、 原因分析委員会の本委員会で第 2部会の部会長であ り ます佐藤

先生がご作成されま した参考資料をご用意致しま した。 こ ち らで様々 な論文を レ ビュ

ー して頂いてお り ま して 、 最近の傾向ですと か、 知見等を簡単にま と めて頂いてお り

ますので、 そち ら をご参考に して頂ければ と 思います。

参考 1 -④、 ⑤は、 それに付随しま して原因分析委員会で現在どの よ う に考え られ



ているのか と い う こ と 、 真ん中の太字の と こ ろにあ り ますが、 事例の傾向から見ます

と 正期産児のC P が他の原因だけでは脳性麻痺を説明でき ない場合、 子宮内感染が脳

性麻痺の原因あるいは増悪因子と して十分に考え られる と い う こ と で、 結果が取 り ま

と ま ってお り ます。 昨年の 6 月 の資料でございます。

参考 1 -⑤が、 これ ら に伴って佐藤先生が発信された医会報の記事を参考にご用意

してお り ます。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

それでは、 今回、 初めて こ う い う 資料をマス と してま と めて頂いて、 委員の先生方

に議論を して頂 く と い う こ と になったわけであ り ますが、 ど う ぞまだ方向性も ど う い

う オーバー ビューも 、 まだ全く フ リ ーの立場で議論を始めて頂き たい と 思います。 い

かがで し ょ う か。

0箕浦委員 な ‐ と細かいこ と “すけれ“も 表 ･ “ と こゑ、 掾･墨、 こ“表
を見ます墹なので、 補足“資料を見る と 、 記録がない“が鬮で、 合組になるんで
す。 ですから 、 これは記録がな “を7wもて皿に したほ う が合 う と凰 、ますので。
0事務局 (御子柴) はい。 修正致します。

○池ノ 上委員長 では、 それはよ ろ しいです九

他にいかがで し ょ う か。

○藤森委員 何点かあるんですけれども 、 一つずつよ ろ しいですか。

○池ノ上委員長 ど う ぞ、 ど う ぞ。

○藤森委員 まず、 資料 1 -②の言葉なんですけれども 、 早期破水 と い う 言葉は、 こ

れはちゃん と 用語集にある言葉で したっ け。 ち ょ っ と言葉の確認なんですけれども 、

あ と 定義 と 。 まず、 それが 九点 と 。

それから 、 実は、 こ の間の新生児周産期医学会でも ち ょ っ と話が出たんですけれど

も 、 母体f粒温の話で、 恐 ら く 、 海外は舌下です。 舌で、 ロ で測っていて、 日 本は腋窩

なので、 多分、 温度は違 う で し ょ う 。 0 . 5℃ く らい違 う ん じゃないかと い う 話で、 ち ょ



っ と 、 今、 こ のLenck 1 も 、 僕、 今、 ち ょ っ と 莅確認したんですけれども 、 はっ き り 書い

ていないんです裏為 ち ょ っ と そ こ の体温、 も ち ろん、 日 本は、 わか り ませんけれど

も 、 も しかする と お 口 の中で時)っている と こ ろ も あ る かも しれませんので、 ち ょ っ と

体温の計測法 と その母体発熱の定義と い う か、 38℃なのか、 37 . 5℃なのか、 38 . 5℃な

のか と い う のを、 ち ょ っ と 大変かも しれませんけれども 、 も う 少 し。 あ と 、 それぞれ

の症例も非常に貴重な、 母体体温を書いてある人たちの貴重な症例なので、 も し分か

る のであれば、 口腔内なのか、 腋窩なのかと い う のまでち ょ っ と 。 これはこ の間 、 非

常に話題になっていて、 なかなか難 しいかも しれないですけれども 、 ち ょ っ と 存鶴忍 し

て欲 しいな と い う のが 1 つです。

○池ノ上委員長 今の舌下か腋窩かで、 話題になったのは ど う い う点からですか。

○藤森委員 僕 と鮫島先生がやったシンポジウ ムの中で、 母体発熱の定義 と い う 話で、

鹿児島市立病院の前田先生が子宮内感染のR O C カーブを書いてみる と 、 3 7 , 5℃ と い

う と こ ろに来る と い う 話を していて、 実は 日 本の37 。 げC と い う の歯海外の38q℃に相当

するん じゃないか と い う 話になったんです。 日 本は腋窩で向 こ う は 口腔なので と い う

こ と で、 多分、 0 . 5℃の違いがある はずだ と い う こ と で、 実は体温を37 , げC と 下げるん

じゃな く て、 実は同 じも のを言っている んじゃないか と い う こ と がシンポジウムで話

題になったんです。 なので、 母体発熱って 、 非常に簡単に測れる方法でかつ有用な情

報だと思 う ので、 測 り 方 と い う のはその と き も 、 僕もそんな こ と全然調べていなかっ

たんですけれども 、 非常に重要かな と思っている ので、 ぜひ。 なかなか大変かも しれ

ないですけれども 、 でき る限 り でよ ろ しいので、 分かる 限 り と 言 う かですれ

○池ノ 上委員長 わか り ま した。 あ り が と う ございま した。 ど う ぞ続けて下さ い。

○藤森委員 それから資料 2 -①のG B S 、 B輪溶連菌の有無なんですけれども 、 不

明 と い う のはやっていない と い う こ と ですよれ 施行していない と い う こ と です黄熟

それは確認なんですけれども 。 不明 と い う のは、 それだけち ょ っ と ｢不明｣ と い う 書

き方は ｢施行せず｣ と い う ふ う に。 資料 2 -①の B群港血′瞳連車鎖球菌の有無と い う と



こ ろの ｢不明｣ と 書いてある のは ｢施行せず｣ と い う こ と ですかね 一応、 確認です

ね

○事務局 (御子柴) 培養検査の実施の有無が一番左にございま して 、 ｢あ り ｣ か

｢な し｣ か と い う と こ ろで、 実施はされているんですが、 結果の記載がないも のを不

明 と 。 あ と は、 実施が されていな く て不明の事例も あ り ます。

○藤森委員 わか り ま した。 一応、 されてはいる けれども 、 記載がない と い う こ と で

すれ すみませんで した。

○事務局 (御子柴) はい。

○藤森委員 抗生物質の薬剤名の と こ ろは商品名でど う なのかな と い う のが 1 つあっ

たんですけれども 。 商品名でも我々 はいいんですけれども 、 何と な く ち ょ っ と と 思っ

たんですけれども 。 一応、 そ こ までですみません。 早期砧幼くの こ と も ち ょ っ と 。

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。

まず、 早朝破水については、 用語集に掲載があったかど う か確認を してお り ません

が、 今回集計 した件数については、 子宮 ロ全開大よ り 前に破水 した事例を早期穢すく と

数えてお り ま して 、 先ほ どの表が、 申 し訳あ り ません、 ｢重複あ り ｣ になってお り ま

す“で･ 前期破水 '鵯勘･を合わせて どち らかがあったも の ,蛔になってお り ま
す。 前期破水の中に早期五皮水事例を含んでお り ますので整理いた します。

○藤森委員 すみません。 イ メ ージは分かる んですけれども 、 その言葉と して存在 し

ているのか と い う のを。 私もち ょ っ と勉強不足 と い う か、 私は早期碗k と い う 言葉は

教えていないので。 分かる んですけ ど、 以前あった言葉だと思 う んですけれども 、 今

は用語と して存在している のかど う か と い う のはち ょ っ と確認 して欲 しいんです。

○池ノ 上委員長 消えている と い う こ と ですね

○藤森委員 ええ。 それで前期在助小く と 言っている よ う な気がするんですけれども。 ち

ょ っ と確認して欲 しいんですけれども 。 こ こではな く ていいです。

○事務局 (御子柴) 用語集で確認致します。
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あ と 、 体温につき ま しては今回は38度で切って集計 してお り ますので、 有無につい

ては、 38度だったものを ｢あ り ｣ と してお り ます。

あ と 、 これに37度 5 分だった事例で、 特に子宮内感染等の診断が記載されていない

んですが、 熱が37度 5 分だった と い う こ と だけで、 ｢疑い｣ と い う ふ う にみてみる と 、

現在の事例けにブ, “鬮醐,わは う な形で、 合鷁鬮圏でした。
ただ、 熱が37度 5 分だけで見て しま う と 、 他に何も所見がな く 、 ただ単純に例えば

分娩中のf粒温上昇の事例な どを含めて しま う よ う な状況も考え られま した。 事務局で

ま と めてい く 中で37度 5 分で切った と き には子宮内感染に該当 しないよ う な事例を

｢疑い｣ と する よ う な状況にみえたこ と があ り ま した。 例えば他の項目 と 合わせて見

てみる と 、 何か絞 り 込め る と い う か、 才能票になる のかど う かな と い う 印象で した。

○藤森委員 どこで測っ たか と い う のは書いていないですよれ

○事務局 (御子柴) 測定部位につき ま しては、 原因分析報告書にも体温と い う 記載

になってお り ます。 口腔で測った場合には括弧書きで 口腔な ど と書いてある事例も あ

るかも しれません。 そち ら も も う 一度確認致しますが、 現在のよ う に原因分析報告書

をま と め る と い う 状況ですと 、 恐 ら く 、 腋窩で測った事例がほ と ん ど と 考え られるか

な と思いますが、 実情を も う 一度確認致 します。

○池ノ 上委員長 でも 、 3 7 . 6 も意味があるかも しれないので、 あま り 先入観をも って

外して しまわないほ う がいいと思いますけれども為 方法は、 舌下か腋窩かと い う の

はでき る限 り 調べて頂 く と い う こ と で、 37 , 5 を ど う する か と い う こ と については、 ま

た皆さんで議論を して頂いたほ う がいい と 思います。

他にいかがで し ょ う か。

○板橋委員 1 つは、 石鶴忍なんですけれども 、 資料は子宮内感染と神経学的な異常の

資料出ていますが、 メ タ アナ リ シスの資料が恐 ら く あ るん じゃないかと 思 う んですれ

それを出 して頂かない と 、 個別の資料を出 してそ う だ と 言われても 、 多分、 これはこ

の解析のデータ と い う こ と で しかないので、 その資料が、 僕、 やっぱ り 1 つは前提に
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なるかな と い う ふ う をこ思います。

それから あ と 、 も う 1 点るま、 こ の資料 1 の最後の提言の と こ ろで、 L ) の (4) なんです

が、 早期の分娩を 目指す と い う のは、 どの週数でも って と い う 意味ではも ちろんない

ですよ 又為 そこ ら辺が、 例えば資料なんかでついていた論文では、 例えばタームでは

あま り 影響ない と い う よ う なデータ が出ていた り 、 早産の場合には、 も しか した ら も

っ と 効果がある のかも しれない し、 そのあた り があいまいのまま 、 早 く 出せ と い う ニ

ュア ンス は、 乱暴かな と い う ふ う にち ょ っ と感 じたんですけれども 。 以上です。

○市塚客員研究員 まず、 メ タ アナ リ シスの資料に関 しま しては、 ご指摘のご と く い

く つかあ り ますので、 それを、 次回、 参考資料と してお出 し したい と思います。

それと 、 (4) の この早期分娩を 目 指すと い う の も 、 確かに一括して書いてあ り ますの

で、 これは分拶鰯伍設によ っ て も週数によ って も 、 またずいぶんその分娩のタイ ミ ング

と い う のは異なる と 思いますので、 少々検討させて頂いて、 誤解のないよ う に書いて

いきたい と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

他にいかがで し ょ う か。

○箕浦委員 提言を読ませて頂いた印象なんですが、 早期に分娩を 目指すと か、 こ う

い う 具体的なのはいいですけれども 、 1 番 と か 2番 と かは、 前,翔此kの妊産婦は管理

と we l 1 ‐b e i ngに注意する と か、 それは普通に薬物、 今 さ ら提言と い う感 じもないよ う

な気が して 、 も う ち ょ っ と具体性が必要かな と い う 感 じが しますれ 1 番の と こ ろは

ですれ

○池ノ上委員長 こ の提言は、 まだ莞払 自身もゼロ の段階だと思 う んですれ この再発

防止委員会から ど う い う こ と が出せるか と い う のは、 我々 の手元に集まっている情報

をも う 少 し絞 り 込んでいってディ スカ ッ シ ョ ン して頂いて、 今の 日 本の産科医療の中

ではこ う い う 状況が起こ った と き に脳性麻痺になっています と い う よ う な観点から の

提言にする 。 それに必要な、 さ っ き板橋委員がおっ しゃったメ タ アナ リ シスの色々 な
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資料だと か、 あ るいは佐藤先生が集めて く れたよ う な資料だと かを 、 ディ スカ ッ シ ョ

ンなんだけれども 、 資料 と してやっ て使わせて頂いて 、 ま だまだこ の提言については、

これから色々先生方のご意見を伺いなが ら進めていき たい と い う ふ う に思っ てお り ま

す。 やは り 再発防止委員会が出せる とすれば、 やっ ぱ り 日 本の今の現状に基づいて ど

う い う 提言をすれば有力なのかと い う 、 その視点はやっぱ り ど う して も外せないだろ

う と 思ってお り ます。

他にいかがで し ょ う か。

○勝村委員 ち ょ っ と 、 質問ですが、 体温は どこ に書いてある んですか。

○事務局 (御子柴) 資料 2 -①の右側から母体の状態と い う こ と になってお り ま し

て 、 そち らの一番左、 ち ょ っ と 注釈がおか しいですが。

○勝村委員 先ほ どの藤森委員のお話の中で、 例えば鹿児島市立病院では何かも っ と

データ があって 、 37 . 5qCなんだ と い う 、 何かそ う い う 疫学的なも のがある と い う こ と

ですか。

○藤森委員 いえ、 そ う い う わけではな く て 、 体温と い う のを 、 母体発熱と い う のは

ど う い う ふ う に定義 した らいいのか と い う のを、 色々 た く さ ん症例を集めて、 繊毛膜

羊膜炎 と い う と こ ろか らそれを どこ にカ ッ ト した ら一番よ く な るか と い う 方法を調べ

る方法があるんですけれども 、 それで調べる と 37 . 6℃ ぐ らいにする と よかった と い う

報告を しているわけです。 そ こで叱切る と 、 一番。 あま り 体温を低く しちゃ う と 、 よ く

引 っかかるんですけれども間違いが多い と い う こ と になっ ちゃって 、 そ こ の境 目 が37 .

げCにする と よかった と い う 報告が この間あった と い う 話です。

○池ノ 上委員長 それは脳性麻痺と い う 前提があるわけ じゃないんですよ 1為

○藤森委員 すみません。 繊毛膜羊膜炎だったか脳′性麻痺だったかどち らか忘鍬ノて し

まいま したけれども 、 どち らかだった と 思います。

○池ノ上委員長 他にいかがで し ょ う か。

○板橋委員 1 点、 確認したいんですが、 よ く 僕 ら も困るんですが、 子宮内感染 と い
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う 言葉 と 、 それか ら G B S なんかだ と 、 例えば産科で感染する場合も あ り ますれ そ

れか ら あ と は 、 感染源はわか ら ないけれども 、 いわゆる炎症 と い う も のがあ り ますれ

こ こ で言 う 子宮内感染と い う のは、 全てを包括 している と い う 意味で理解 して よ ろ し

いんで し ょ う か と い う こ と を確認させて頂き たいんですが。

○池ノ 上委員長 いや、 やは り そ こ が一番混乱 している と こ ろで して 、 プロ スペク テ

ィ ブに子宮内で感染が起こ っている 、 あ るいは炎症が起こ っている と い う のを ど う や

っ て見るか と い う と こ ろがわからないも のですから 、 今、 こ こ で恐 ら く 事務局がま と

めて頂いたのは、 前方視的に見て臨床的な症状がそろっていて子宮内感染と いった も

の も 、 分娩後に胎盤所見である と か臍帯の所見だと か、 あ るいは新生児の臨床経過で、

これは胎内感染だろ う と判断される もの、 全部引 っ く る めた形で、 さ っ き のA B C D

ですかね、 分類 してある んだろ う と 思 う んです。

そ こ も 、 も し こ こ の委員会での色々 な議論が進んでいって 、 今の 日 本で行われてい

る 医療の中で、 こ う い う ポイ ン ト は重要ですよ と か、 これは非常にコ ン ト リ ビューシ

ョ ンの高い臨床所見ですよ と い う も のが脳性麻痺の発生 と い う 視点で出て く ればいい

です。 これはやっぱ り 提言の中に組み込めるのではないかと い う ふ う に思います。 だ

から 、 それがなかなか、 今、 出ていな く て 、 我が国の状況は混乱している 。 色々 なメ

タ アナ リ シス も含めて 、 色々 な レポー ト があるんですけれども 、 それには例えばサイ

ト カイ ンが全部測ってある 。 結構 リ サーチと して先進的な取 り組みが されている。 そ

の結果こ う であった と い う のはある んですけ ど、 いわゆる一般的な臨牀所見を と ら え

て 、 さ あ 、 ど う しますか と い う と こ ろは、 なかなかぴたっ と く る ものがない と い う の

が現状 じゃないか と 思いますけれども 。

○石渡委員長代理 私も この体温がすごく 気になるんですけれども 。 と い う のは、 ど

こでも測れる問題ですから。

こ の母体の体温が書かれているのは、 これは臨床経過の中で最高の体温を書いてあ

る んです鼻為
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○事務局 (御子柴) はい。 左様です。

○石渡委員長代理 あ と 、 も う 1 つはやは り ロ腔 と 、 赤ちゃんの場合には直腸温を取

り ますけれども 、 大体、 皮下 (腋窩) と 5 分ほ どの差があ り ます。 お よそね そ して 、

3がCが感染の 1 つの基準の中に入っている ので、 やは り 、 も し存編忍ができ る のであれ

ば、 医療機関に確認する と いいと思 う んですれ

それから 、 も う 1 つ、 G B S の こ と なんですけれども 、 今、 それだけではな く て 、

α溶連菌のこ と も色々 問題になっていて 、 実は、 α溶連菌の場合は全身感染を起こす

と 予後が悪く て 、 母体死亡も年間 2例か 3 例 ぐ らい出ている 。 そ う い う 状況の中で胎

児死亡が起きやすいわけです。

G B S と い う のは、 これ、 ト キシンは測れるんですか。 も し、 提言に書 く と すれば。

α溶連菌は、 今、 バーン と抗生物質使っ ちゃ う と 血培 して も 出てこ ない事例が出てき

て 、 そ う い う と き に α溶連菌は ト キシンが見つかっている ので、 それを測定でき る よ

う になっているんです霞為 B群溶連菌の場合には、 そ う い う ト キシン と い う のは測

れるんですか。 どなたか分かる先生がお られた ら 、 コ メ ン ト下 さ い。 では、 私がち ょ

っ と調べます。 すみません。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 α の場合は、 脳性麻痺と い う よ り も 、 胎内死亡のほ う でた

く さ ん起こ っている んだと思 う んですね 周産期全体と しては非常に重要な問題なん

ですが、 こ の再発 と い う 問題から ち ょ っ と外れちゃ う かも しれません。

○岩下委員 ち ょ っ と事務局に聞き たいんですが、 新生児のほ う の細菌培養ですね

これは全部血液培養だと思 う んですけれども 、 それでいいのか と い う こ と と 、 それか

ら新生児の細菌培養を して何も菌が検出 されていないやつでも抗菌薬が大分投与され

ているんですが、 これは予防的な意味で投与を されたのか ど う か知 り たいんですけ ど。

○市塚客員研究員 こ の新生児の培養検査は、 血液だけではな く て咽頭ですと かそ う

いったも のの培養の結果も含まれてお り ます。 ですので、 これを見ただけでは、 どこ

か ら大腸菌が出たかはこ の一覧表からはわか り ませんので、 音関立も分かる よ う に一覧



表に載せてい く こ と は可能だと思います。

あ と は、 予防的投与かど う かにつき ま して も 、 分かる も のも ある んですが 、 恐 ら く 、

培養結果陰性と い う も のでも抗菌剤を投与 している も の も あ り ますので、 予防的投与

と い う ふ う に考えていいか と 思います。

○板橋委員 新生児の場合、 これは何か全員出生直後の培養だとすれば、 恐 ら く 、 感

染症を疑えば血液培養 と 、 あ と みま便培養と か、 咽頭と か、 あ と輸液の培養を出すこ と

がほ と んどだろ う と 思います。 当然のこ と なが ら 、 結果が出る のには時間がかか り ま

すので、 臨床的に正 しければ、 炎症所見が乏 し く て も抗菌薬を使 う こ と が 、 リ ス ク の

高い子は使 う こ と は多い と 思います。

○事務局 (御子柴) 培養の音閨戦こっいては整理する こ と は可能でございますので、

記載がある限 り で、 こ ち ら のデータ につけ加える形でま と めます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他にはいかがで し ょ う か。

○勝村委員 ち ょ っ と 専門的で難し く 感 じるんですけれども 、 提言 と か書いてい く に

あたって 、 やっ ぱ り あ る程度一般の人が読んでも分かる よ う に と 思 う と 、 こ の中で資

料 1 で言 う と 、 最初の 3 ページまでが今回の疫学的な分析であって、 そ こ か ら 32ペー

ジに飛んでいる わけですよれ 32ページでは、 分析対象事例からの教訓 と して以下を

取 り ま と めた と 書いてあるんですけれども 、 どんな教訓があっ たから こ う した と い う

理由が文章の中にないので、 やは り 具体性に欠ける と い う 印象を持ちます。

つま り 、 例えば38q℃以上だった ら連続モニタ リ ングを と い う ガイ ドラ イ ンがある け

ど、 それを守られていない事例が何件かあったので、 こ こ を さ らに徹底 して欲 しい と

い う こ と なのか、 従来言われている こ と よ り も 、 従来言われていなかったけれども新

たに今回分析してみた ら こ う い う こ と がち ょ っ と 見えてき たのでその点も注意 して欲

しい と い う こ と で提言する のか、 何かこの最初の 3 ページ と つながっている感 じで 3

2 ページの文章を書いて頂 く よ う な工夫があればわか り やすいのではないかな と 思 う
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んですけれども 。

○池ノ上委員長 あ り が と う ございま した。

今、 勝村委員のおっ しゃ った通 り で、 これは子宮内感染と 分娩の経蚤過 と脳性麻痺と

い う こ と については、 まだほ と んどはっ き り した絵がないんですれ だから 、 やる と

すれば、 本当 に新しい と こ ろに足を踏み入れる と い う 状況にある 。

特に、 日本のよ う な状況の分娩あるいは新生児管理と い う 状況のも と で、 子宮内感

染絡みの分娩を ど う 取 り 扱 う か と い う 世界に足を踏み入れる と い う こ と なので、 今、

おっ “やっは う に い く つかの こ がわ･まま、 こ粗薑ですか、 わか‐てき
て、 その中でこ う い う こ と が再発でみんなで議論 した ら非常に重要な要素になってい

き ます、 だか ら これを提言 します と い う よ う なステ ップでいかない と 、 みんな読む人

たち も わからないだろ う し、 これは専門家でもわからない、 ど う してそ う い う 提言が

出て く る のか と い う と こ ろはなかなか難 しいん じゃないかと思います。

ですから 、 そ う い う 意味で、 今 日 、 先生方から こ の点はど う だ、 こ の点は ど う だ、

と い う お話を出 して頂いて、 それに沿ってまた事務局に作業を して頂いて 、 あ と 2 ~

3 回の議論を経て提言に結びつけ られればと い う ふ う に思ってお り ます。

恐 ら く 、 今、 勝村委員が頭に描いて、 なかなか描き に く いな と思ってい ら っ しゃ る

んだら思 う んですけれども 、 それはみんなそ う い う 状況 じゃないかな と 思います。 そ

れぞれ立場がち ょ っ と違 う だけです。

0上.理事 資料 ' -⑳ですね、 こは う な具体的組。事例をでき るだけ整理
し、 また資料 2 -④は原因分析報告書のま と めの と こ ろ と 、 感染に関係する各論の と

こ ろをそのまま載せています。 我々 も 、 今、 勝村委員がおっ しゃいま したよ う に 、 こ

の中から何か共通的なものを見いだせないか議論も していますが、 まだまだ十分では

あ り ません。 先生方も限 られた時間ですから 、 今、 これをも ってすぐお話される こ と

は難 しいかも しれません。 したがいま して 、 先生方にこれを見て頂いて、 こ の よ う な

切 り 口でも う 少 しま と めて欲 しい と か、 あ るいはこのよ う に見えて く る と か、 次回ま
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でにメ ール等でご連絡頂き たい と 思います。 また次回に向けて勝村委員がおっ しゃっ

た項 目 を少 しでも 出せる よ 効こ努力 したい と思います。 ぜひご意見を頂きたい と 存 じ

ます。

○隈本委員 大変難しい課題に取 り 組んでお られて敬意を表するんですけれども 、 原

因分析を していていつも悩むのは、 どの程度感染が関与 している かよ く わからない と

い う こ と なんです。 これが増悪因子になった と い う のはすぐ言える んですけれども 、

それが何%関与 していた と か、 やっ ぱ り 色々考えて もわから ない と い う こ と が よ く あ

り ます。 そのデータ も含めた原因分析報告書を全部横断的に調べて見る と 、 そ う する

と 10% しか関わっていないもの も80%関わっている ものも 、 一緒く たになっている部

分がある と思 う んですよれ だか らやっぱ り 難 しいのではないかと思 う んです。

も ちろん、 1 0%関わっている 、 20%関わっている 、 と い う こ と も ちゃん と含めた う

えでこ う い う ふ う に網羅的に分析する のもいいこ と だ と 思いますので、 これはぜひこ

の方向で進めて頂いて 、 皆 さ んの知恵を出 して頂ければいい と 思 う んですが、 一方で、

｢絶対にこれは感染が原因だよね｣ と い う よ う な ものをき ゅ っ と集めてみて、 それに

対 して どの程度適切に対処でき ているか と い う のを調べてみて、 それはま 割こ再発防

止で、 例え るま徴候に気づ く のが遅れた と か、 あ る いは、 いや、 これは別に医療批判 と

い う 意味ではな く て 、 ど う した ら 同 じ こ と が起こ らずに再発防止でき るかと い う 面で

言えば、 明 らかに感染が原因で、 あ るいは主因でほ と ん ど他のは添え ものみたいなも

の と 思われる も のを数は少な く て もいいから集めてみて、 ど う してそ う なったのか と

い う 、 それは ど こ でどのポイ ン ト で頑張ればそれにな らずにすんだか、 全然本当はも

しか した ら防げなかったのかも しれませんけれども 、 そ う い う観点で 1 回整理してみ

る と い う の も あっていいん じゃないですか。 1 項 目 ぐ らいつ く って 、 明 らかに感染が

主な原因である事伊は、 ご く 少な 目 で、 圏と ,鬮と かだったかも しれませんけれ
ども 、 それについて ど う い う 経過で行ったのか、 それはどのポイ ン ト であればス ト ッ

プでき たのか、 あ るいは急速遂娩を早く やればでき たのか、 いわゆる胎児′N都車痛図
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の異常が どの辺から出ているのかと い う ふ う に分析 してみる と い う 手も ある ん じゃな

いで し ょ う か。

そ う い う こ と を した ら ど う い う 成果が上がるか、 責任を持って言えないのに言 う の

も なんですけれども 、 明 らかに感染以外ないねと い う も のを探 していって分析 してみ

る と い う のをち ょ っ と 事務局でやってみて も ら えませんで し ょ う か。 ど う ですか。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

おっ しゃっている こ と は僕は何か分かる よ う な気がするんですけれども 。 と い う の

は、 従来のこ の子宮内感染で児の予後が悪 く なる と い う 典型的なパターンは、 生まれ

てき た と き にはも う シ ョ ッ ク になっている 。 それを一生懸命蘇生 して 、 治療 した ら何

と か命は取 り と めたけれども 、 髄膜炎があった り と か、 その と き のシ ョ ッ ク の状態で

の脳の循環が悪かった り と かと い う よ う な こ と で脳障害になる と い う 、 そ う い う のが

典型的な、 ク ラ シ ッ ク と言えばク ラ シッ ク なタ イ プの予後不良例だった と思います。

最近はそ う い う エ ピ ソー ドはな く て も 、 色々 な物質が炎症で起こ ってき て 、 総合的 と

い う か、 合わせ技でい く つかのポイ ン トが来て、 そ して究極は脳障害に行って しま っ

ている と い う のが ど う も表に立ってき ている のではないかと い う こ と は、 原因分析の

先生方が 1 つ 1 つの症例を分析 しなが ら 、 まず、 そ う い う こ のシークエンスで起こ っ

ているのはほぼ間違いないだろ う と い う よ う な と こ ろまではみんな感覚的にわかって

いる んですれ

それを、 じやあ どこ のあた り で どの項 目 がそろってき た と き には確実に脳障害に行

き ますよ と か と い う よ う な こ と が解れば非常にいい。 我々 と してはアイディ アルな道

筋だと思 う んですけれども 、 そ こ まで行かな く て も 、 先生がおっ しゃ る よ う に 2例か

3 例典型的なのがあれば、 今でもやっぱ り こ う い う ものはあって 、 それについてはこ

の時点でやっぱ り 症状 ･ 検査結果が出ていますよ と い う よ う な こ と も出て く る の も あ

るかも しれないですれ

そ こで、 市塚先生いかがですか、 それで。
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○市塚客員研究員 今、 隈本委員の言っ た こ と はすご く 確かにそ う なんですけれ ども 、

1 割 しか寄与 していないも のか ら 9 割関与 している ものの一覧で 1 つのテーブルで議

論を して しま う と 、 色々浮かび上がって く る ものがごっ ちゃ になっ て しま う 可能性が

あって、 本当 にこれは重症感操だ、 感染が明 らかだよ と い う ものを見てみる と 、 い く

つか事象が共通 したものが出て く る かと思 う んですれ

実際この-贓'･ 資料 ' -③を見‘頂 く 注“･原因、 今量かな。 その う
ちを 、わゆ碇た“原因“子宮内感染 '言われたも のが團ぁるんですれ ですか ら 、

た と こ ろで、 いつもテーマ別、 臍競でもそ う ですけれども 、 も う ち ょ っ と増えた と こ

ろで、 今、 隈本委員がア ドバイ ス して く だ さ っ た こ と について分析すれば共通項と い

う のが見えて く る のかな と い う ふ う に考えます。

その他‘ と “ ど圏･やは り 複数の原因の要因 と い う 形になっ て しまいますので･
それを何割が感染で他の何割が他の要因だと い う こ と を文章から こ ち らで定義づけ る

のが非常に難 しいも ので、 その辺はち ょ っ と 困ったな と い う のが実情です。

○隈本委員 ただ、 報告書を書いている側か らする と 、 実は、 感染だけで起こ った と

は ど う も考えに く い と き 、 主たる原因を感染と は選ばずに、 例えば臍帯因子 と か、 本

当は子宮内が見えているわけではないんですけれども 、 臍帯因子が考え られるが子宮

内感染が増悪因子だった と 考え られる と い う 文章に しちゃ う んですよ 。

つま り 、 他には何にも見つかっていないんだけれども 、 感染だけでこ んなこ と まで

起こ る っ て考えに く い よね と い う と き にそ う い う 文章になっ て しま う こ と があ る ので、

だか ら 、 主た る原因 と なっていな く ても 、 例えば出生後、 絨毛膜から炎症所見がはっ

き り 出ている よ う なケース と か、 お子さ んから炎症所見がすご く 出ている ケースなん

かは、 主たる原因 と 分析されていな く て も 、 恐 ら く も しか した ら感染があったかも し

れないんですれ

私のち ょ っ と夢みたいな話ですけれども 、 理想 と しては、 生まれてき た と き に明 ら
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かに感染があって 、 それは後方視的に見るのは明 らかに感染だと言える事例だけ しっ

か り 集めておいて、 その中に従来な ら こ う い うb拍パターン、 こ んなも のになる と言

われていたのにない事例があった り と か、 見た こ と がないけれども何かスパーク状の

ものがある か ら 、 これはも しか した らそ う い う も のかもね と い う ふ う な ものが 1 つ、

2 つでも見つかる と い う のが理想なんです裏熟

だから 、 明 らかに子宮内の感染がはっ き り あっ て 、 それがかな り 悪 さ を している と

思われる ものだけを何 と か探し出 して 、 その中に特徴的な母体の平均体温でもいいか

も しれません。 実は、 平均体温は全然上が ら ないんですよ と か、 そ う い う 事実が分か

る の も 、 つま り 、 実は見て もわか ら ないんですと い う こ と が分かる のも 、 こ の再発防

止委員会の大き な役割かも しれないのでやっていただき たい。 ある いは心拍パターン

に特徴的なも のが実は昔言われている ほ どないんですよ と い う こ と が分かる のも 、 あ

る意味再発防止委員会の大事な役蟻lJだ と 思 う ので、 そ う い う 事例を探 してみて下さい

と 。 仕事を増や して申 し訳ないんですけれども 、 そんな感 じです。

○池ノ 上委員長 おっ しゃ る通 り ですが、 私が こ こ で言って しま っ ていいのか ど う か。

私の個人的なイ メ ージ と しては、 い く つかの子宮内感染絡みの事象があるわけですれ

その 1 つ 1 つが重みづけができ る 。 そ して 、 恐 ら く ス コ ア リ ングなんかして、 こ う い

う こ と があっ た ら 5 点 と か、 これがあった ら 3 点 と か と い う よ う な こ と を していって 、

何点以上になれば脳↑醇麻痺発症80%以上は間違いない と かの読みが出て く れば、 80%

の リ ス ク を侵すよ う な分娩管理はやっぱ り 控えたほ う がいいで し ょ う と か、 あ る いは、

いや50%で リ ス ク は侵 さ ないよ う に しま し ょ う と か と い う 議論になっ て く る わけです。

今、 そ こ がわからないものですから 、 個々 のイベン ト はいっ ぱい出てき ているんです

けれども 、 これと これが、 こ のA と い う 患者さ んにはこれ と これが、 B と い う 患者さ

んにはこれ と これがある と か、 そ う い う こ と が 、 今、 起こ っているん じゃないか と 思

います。 ですから 、 理想的にこ の作業が進めば、 感染を伴 う 分娩時のその対応の仕方

と い う こ と が、 数量化はでき な く て も半数量化みたいなこ と にできればいいかな と い
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う 感 じです。

恐 ら く 、 これは コ ン ト ロールス タディ と かを必要とする よ う な も のではな く て 、 こ

う い う 流れがあ り ますと い う のがはっ き り していますので、 ど こでそこ の流れに行っ

て しま う のかと い う よ う な と こ ろの見極めを 、 き ちっ と サイ エンテ ィ フ ィ ッ ク なプロ

シージャーが展開でき るか と い う よ う な こ と じゃない と 思います。 これは今の私の個

人的な考え方なんですけれども 。

藤森委員、 いかがですか。

○藤森委員 ず う っ と 考えていたんですけれども 、 隈本委員がおっ しゃ る よ う に 、 そ

れも 1 つだと思っていますけれども 、 管理 と い う 面でみた場合、 例えば抗生物質を使

いな さい と はっ き り 言われている ものは、 B群溶連菌感染の予防と い う だけだ と 思 う

んですれ

ぁ と 、 こ “囃は早産の症例も圈入っていますので、 早産の例れま管理と かと い
う のは、 なかなかそれまたち ょ っ と難 しい と 思 う んですよ ;為 病院によ って方針が違

った り 、 はっ き り と した方針があるわけではないので、 やは り 満期のタームの人たち

の感染によ る脳性麻痺と い う のは、 あ る意味完全に防ご う と思えば防げる可能臨まあ

る ので、 早産の人たちはこれも ある程度 しよ う がない と 言 う と 、 ち ょ っ と かわいそ う

なんですけれども 、 感染がベースにある と い う こ と はある程度認め られている こ と で

すので、 やは り 満期の管理がき ちん と されているかど う かと い う のを 1 つフォーカス

を当て る のもいいのかな と い う ふ う に思いま した。

1 つはそのB群溶連菌、 それから見る と破水 してから 60時間以上たってから分娩に

なっている人たちが何人かいます。 なので、 ち ょ っ と満期の前期剛勁くの管理について

本当にこれでよ ろ しいのか と い う感 じも 、 症例全部細か く 見ていないですからわか り

ませんけれども 、 単純にそれだけ見ても ち ょ っ と疑問があってそ う な感 じのも のも あ

り ますので、 そ う い う と こ ろに 、 先ほ ど、 何かき ちん と した事実から提言を と い う 話

があ り ま したので、 例えばB群溶連菌をき ちん とや り ま し ょ う 、 陽性だった場合は見
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る と 抗生物質を投与されていない症例も あ り ますので、 分娩時の予防の抗生物質をき

ちん と投与 しま し ょ う と か、 それから前期破水に関 しては、 あ る程度時間がたった場

合にはこ う い う 検査を して分娩開始にな らなければ誘発する な り 急速遂娩しま し ょ う

と か、 そ う い う 提言に持ってい く と い う のはど う なのかな と い う ふ う にち ょ っ と 私は

思っていま したけれども 。 今、 お話を聞いていてそ う 思いま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

他にいかがで し ょ う か。

○魚冨澤委員 私も 、 今 日 、 出てき ている膨大な資料を見て、 こ こか ら皆 さ んが何を得

られてお られるのか と い う こ と が よ く わからないまま実はいま した。 今までそ う だろ

う と 思っていたものが確かにそ う だったのか、 ま さかそんな と い う のが出てきている

のか、 そのあた り の こ と が これだけ読んだのでは全く わか らずにいま した。

ただ、 それぐ らい難しい領域なのだ と い う こ と もわか り ま した。

改めて 、 3 点なのですが、 まず、 1 ,点 目 、 先ほ ど委員長がおっ しゃっ た ｢足を踏み

入れた領域｣ と い う 言葉が と て も印象的で した。 産科医療補償制度の中から こ う い う

よ う なディ スカ ッ シ ョ ンを始める こ と ができ た と い う 意味では、 大変大事な画期的な

こ と だと 思 う ので、 これまでのやればいいこ と がわかっている のにやっていなかった

的な話ではない と い う こ と をぜひき ちっ と整理を して頂いて、 他のもの と 並列で同 じ

よ う に書 く のではな く て 、 先ほ どの 、 繰 り 返しますが、 足を踏み入れてい く 、 まだま

だこれからなのだ と い う こ と も分かる よ う な整理の仕方をぜひお願いを したいと思い

ます。

それから 2 点 目 、 だ とする な ら ば、 恐 ら く 、 提言で一番大事な提言は、 これか ら も

継続してき ちん と 見ていかなければいけない と い う こ と を う たい上げる こ と なのだ と

思います。 実は、 箕浦委員がおっ しゃ られる よ う に、 具体性のない提言になって しま

っている と 私も思っていたのですが、 多分、 そ こが難 しい。 今、 藤森委員がおっ しゃ

られたよ う な こ と と も絡むのですが、 ｢ これから継続して事例の集積 ･ 検討 ･ 研究を
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してい く とする な ら ば、 こ う い う観点から ｣ と い う こ と はい く つかご指摘頂ける ので

はないか と 思 う のです。 私はそのあた り はわか り ませんが、 い く つかの例を挙げて提

言の中に折 り 込んで頂ける のではないかと思います。 それが 2 点 目 。

最後 、 3 点 目 です。 こ の産科医療補償制度 と い う のは、 これまでには集める こ と が

でき ていなかっ たデータ を集める こ と ができ る し 、 これか ら集めてい く こ と ができ る 。

ぜひ先生方の中で、 こ う い う 視点か らのデータが新たに必要になる と い う ものが出て

き ている のである な ら ば、 ぜひそれをこれからの報告の中に組み込んで頂ける よ う な

提言もお願いできればと思います。 私はそこ に さ っ き の ロ腔か腋窩が入って く るべき

なのかど う かはわか り ません。 ただ、 そ う い う よ う な も ので調べる こ と ができ て 、 今、

出てき ている報告の中から何かつかめる よ う にな るがある と するな ら ば、 ぜひそ う い

ったよ う な こ と を議論 して頂いて、 次か ら出て く る報告の中にデータ と して入って く

る よ う に して頂ければと 。 ぜひそんなこ と も折 り 込んで頂ければと思います。 以上で

す。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 非常にポイ ン ト をま と めて頂 く よ う なご

発言を頂き ま した。 やは り 、 舌下か腋窩かと い う の も これからはちゃん と 書いて下さ

い と い う こ 劇毒必要になっ てき ますよ ン為 も し過去のデータ がはっ き り しなければで

すれ 他にも色々 なこ と が これから出て く る と 思いますが。

○岩下委員 色々 な議論を頂いて、 視点を どこ に定め るかわからない と い う こ と で、

1 つ提言なんですけれども 、 こ の中で確実だ と 思 う のは、 胎盤病理で繊毛膜羊膜炎の

診断がついている症例はた く さ んある と 思 う ので、 絨毛膜羊膜炎の胎盤病理によ る診

断を基準に して、 そのグレー ド と 、 母体発熱、 C R P 、 白血球上昇な どの事象 と の関

係を見てみた ら何か出て く る のかな と 思っ たので、 少 しま と めて頂いた ら と 思います。

○池ノ上委員長 あ り が と う ございます。 常に こ の病理 と い う のは我々 の全ての原点

と いいますか、 疾患を診る う えで原点になる所見はた く さ ん教えても ら える こ と です

ので、 今、 岩下委員がおっ しゃ っ た よ う な こ と は非常に重要なこ と だろ う と思います。
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ほ と んど新しい問題点を我々 が整理 してい く ためには重要なポイ ン ト にな るだろ う と

思います。

これは ど う した らでき る んですか。 でき ないですかね 病理所見を教えて も ら えま

すか と い う よ う な こ と “盂 来ている んですか。

○事務局 (御子柴) 今回の事例の中で胎盤病理検査を実施 している事例については

結果を原因分析報告書か らま と めてお り ま して 、 資料 2 -①に、 病理組織学的検査が

されていたかど う か と 、 繊毛膜羊膜炎があったかど う か、 またそのステージ、 臍帯炎

の有無についてお示 し してお り ます。

ただ、 岩下委員が仰 られま した よ う に 、 その事例に限って 、 例えば病理で ｢あ り ｣

と 診断された事例に絞ってみてみた と き に、 例えば胎盤病理検査だけで診断された事

例については例えば臨麻所見と合っていない と か、 逆に臨床所見でこ う い う 項 目 があ

っ た事例についてはやは り この ぐ らいのグレー ドが示されている な ど と いったものに

ついて、 事例の数が増えれ“訓頂向が見えて く る可能性はあ り ますので。

○岩下委員 胎盤病理で繊毛膜羊膜炎 と診断されたが、 全然母体に発熱所見がない と

い う よ う な こ と がある と 、 先ほどから母体の発熱が何度に した ら適切かと い う 議論が

あ り ま したが 、 そ う い う こ と に関心･を向け るだけではいけない と い う よ う な提言がで

き る んじゃないかな と 思っ ています。

○池ノ上委員長 あ り が と う ございます。 胎盤病理に熱心な先生は、 月鍋盤が児の予後

を語る と か と い う よ う な こ と もおっ しゃっていますので、 母体側ばか り じゃな く て 、

新生児側の予後 と の関係 と い う の も 、 これから我々 に新しい情報を教えて く れる のか

も しれません。

○勝村委員 ち ょ っ と教えて頂き たいんですけ ど、 提言の32ページの 3 つ 目 は、 38℃

以上であった ら連続認Jなモニタ リ ングを しま し ょ う で、 4 つ 囲まそのモニタ リ ングが

正常だと して も急速遂娩 と か必要だ と い う こ と を書いているんですけれども 、 書いて 、

“れでち ょ 一 と こ の資料 ' ②を見‘ と 、 連続監視を していなかったα皿“ う ち
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鬮だけです熟 。綱島う ち、 鬮“やっ,ま就以上で、 鬮鬮は徹温を
測っていない。 それはすご く 考えに く い こ と なんですま 又為 で、 これを見ている と 、

胎児心拍数は全部結構異常を示 している 、 一過性と か と い う ふ う 々 こ見え るんだけ ど、

““提言 ' “関係で言 う '何かも う 少 し 連鰹翻れ‘いなか‐妙量鬮だけ
“体温を沁‘いなか‐わが圏ぁ‘ と い う こ と と か、 それから正常を示刻船で
あっても と 言 う よ り は、 正常を示 していなかったのに、 例えば急速遂娩が遅れている

のではないかと か、 ち ょ っ と こ の資料がわか り "こ く いんだけれども 、 そのあた り が ど

う い う 評価なのかが、 やっ ぱ り ち ょ っ と こ の資料 2 -②から提言に行 く までの間をつ

な ぐ何かを、 今 日 じゃな く て もいいですけれども 、 教えて頂きたいな と思 う んですけ

れども 。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 私は、 こ こ はこ の正常 と い う 言葉がち ょ っ と 不適当で、 脳

性麻痺を起こすほ どの悪い所見と か、 そち らへ限 り な く どんどん近づいていっている

よ う な所見がある と “ま判断していなかった。 徐脈は時々起こ る けれども 、 まだまだこ

れは余裕のある徐脈であっ た と い う よ う な状況をそ う い う ふ う に表現 してあるん じゃ

ないかな と 思 う んです。

ただ、 い く つかのケースでそ う い う 状況であっ て 、 こ のまま経拂事至分娩を続行テ しよ う

と 思っている と き に 、 突然 ドーン と ′心拍数が落ちて徐脈になって しま って 、 大慌てで

対応 したけれども脳障害が残った と い う よ う なケースがい く つかある んですれ 何例

か、 ち ょ っ と知 り ませんが。 だから 、 そ う い う も のに関係する よ う な提言なんだろ う

と 思います。 それははっ き り 今後分析 して、 具体的に何例中何例こ う い う のがあ り ま

した 、 その前には軽度var 1 ab 1 e 、 dec e l erat i onだけで経過が良好と思っていたけれど

も 、 感染の所見が、 結局、 よ く 後か ら見てみる と発熱があった り 、 白血球が、 C R P

が と い う のがあ り ま した と かと い う よ う な 、 そ う い う こ と でま と ま ってい く ん じゃな

いかな と い う ふ う に思っています。 だから 、 勝村委員がおっ しゃった よ う な視点を し

っか り 盛 り 込んだ提言、 よ り 具体的な提言と い う こ と にな るんだろ う と 思いますけれ

26



ども 、 今後は、 こ の提言は委員の先生方に色々 なご意見頂き なが らブラ ッシュア ッ プ

して頂ければと思います。 事務局、 よ ろ しいですか。 ち ょ っ と 事務局 ど う ぞ、 今の見

解。

○市塚客員研究員 今の勝ネ･矮季員 と 委員長のお話で、 こ の一覧表を見て もなかなかぱ

っ と イ メ ージでき ないと思 う んですれ それで、 これも あ く までも原因分析報告書に
　

あ る文言を起こ しただけなので、 なかなかイ メ ージでき ないと思 う んですが、 やは り 田

圃全部に多々‘ 回 してみたんでするナれども 、 今、 池ノ 上委員長がおっ し“ る よ う
に ･ ず う っ ' ‘ く て ･ 急“ ド‐た落っ ‘ っ ち･っ疑い う症例蹴皿.どあっ
たの と 、 あ と はやは り 日 産婦の分類にはカテゴライ ズでき ないよ う な波形みたいなも

のもい く つかやは り あ る んですれ ですので、 一番いいのは、 そ う い う のを見て頂 く

と い う のがいいのかな と 思 う んですけれども 、 も しこ の再発分析報告書にモニターが

載せ られないのであれば、 そ う い う こ と が う ま く 伝わる よ う には表現 していき たいな

と い う ふ う には思います。 これも あ く までも本当に参考資料と い う ふ う に考えて下さ

し 、。

o勝村委員 あはで資料 “ -②“魅と 鱗監視 し,いな,囲以外は全部胎児
心拍数に異常があった と 書いているわけですよれ こ こ は刈鼠

その資料を受けて 、 32ページの提言の く4) は、 モニタ リ ングで正常を示 していて も と

書いている わけですよれ まず、 そ こがち ょ っ と わか り に く い。 だか ら 、 それをそ う

い う ふ う に見えている と い う 、 今、 市塚 さ んかおっ しゃったニュア ンス をこ この文章

の中に盛 り 込んでも らわない と 、 なぜこ の結果から こ う い う 提言になったのか と い う

のがわからないので、 そ こ はやっぱ り 、 そ こ の説明 も こ の提言に載せて欲 しい と い う

趣旨なので、 ま さ る こ今説明頂いた よ う な こ と をわか り やすい文章に して も ら う こ と で、

提言 と してみんながわか り やすく な る ん じゃないかと い う こ と なんです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

○隈本委員 今、 取 り 急ぎ絨毛膜羊膜炎でステージ 3 になっている も のを調べてみる
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と 、 資料 2 -①で、 なんですけれ

ども 、 それで母体温が38度を超えている の 1 個 も ないんです。 全部3 7度 9 分どま り で、

38度 と い う 基準がおかしいかも しれませんよれ 確かに。

○藤森委員 満期の緘毛膜羊膜炎の診断って 、 ち ょ っ と 非常に早産 と はまた別で、 何

も所見がない人でも胎盤を調べる と炎症があ り ます と い う の もた く さ ん、 そ う い う 報

告が出ている んですれ 早産に限って言えば、 絨毛膜羊膜炎であれば、 まずそ う だ と

思 う んですけれども 、 自然分娩で自然陣痛でき たものも胎盤病理を調べる と それな り

の炎症がある と い う のがあるので、 ですから 、 どこ までそれを信 じていいのか と い う

のは、 これはなかなかち ょ っ と難しいかも しれないですれ

○隈本委員 それは脳性麻痺に関与 していない、 ただ炎症が起こ ったものですか。

○藤森委員 さ っ きお話 し しま したけれども 、 早産と満期の絨毛膜羊膜炎の診断と い

う のはど う した らいいですかと言われても 、 池ノ 上委員長 と かも 、 産科やっている先

生はも ちろん皆さ んご存 じだと思 う んですけれども 、 非常に難しい と こ ろだ と 思 う ん

ですけれども 。

○池ノ 上委員長 胎盤の繊毛膜羊膜炎の所見と い う のは分娩後なので、 我々 と しては

それを レビューする際に参考になる と い う こ と だと思 う んです。 それも 、 やは り 、 さ

っ き ち ょ っ と 、 僕、 合わせ技と言いま したけれども 、 い く つかの項 目 を合わせてい く

つかの所見で判断する しか今の と こ ろないのかな と い う 感 じが しているんです。 です

から 、 1 つの項 目 だけで決め打ちをする と い う よ う な ものではないよ う な、 やは り こ

の子宮内感染と児の予後 と い う こ と を見る と き には、 複数の 、 今、 色々議論されてい

る よ う な こ と を ど う い う ふ う に重みづけを しなが ら対処してい く か と い う こ と がわか

って く れぱいいのかな と い う感 じですけれども為

感染に関 しては、 未知数のこ と も我々議論 しない と いけない し、 また調べない と い

けない と 思いますけれども 、 せっ かく この再発防止委員会 と い う 立場で貴重な国民の

皆 さ んか ら寄せ られたデータ を我々 はこ う やって分析する こ と ができ るわけですから 、
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そ う い う 意味でも 、 先ほ ど鮎澤委員におっ しゃって頂き ま したよ 効こ 、 新 しい世界に

足を踏み入れた と い う よ う なつも り で、 今後、 取 り 組んでいき たいな と い う ふ う に思

います。

○ 田村委員 新生児科の立場から 申 し上げます と 、 色々推奨を出す と き に、 こ の培養

結果が一体どこから出た培養検体なのか、 挿管チューブだけなのか、 それと も血液培

養なのか髄液培養なのかも大き な違いがあ り ます。 あ と 、 抗生物質の投与の有無です

ね 菌が出ていないのが、 実は培養 した と き には既に抗生物質が投与されていたせい

なのか、 そ う いったこ と に よ って解釈の仕方は全然変わって く る と 思います。

できま した ら 、 ま た事務局にお仕事を押 しつけて申 し訳ないんですが、 新生児の と

こ ろでも この C P Rの最高値を示 した値だけではな く て 、 これは 日齢いっの値なのか

と い う こ と と 、 それから抗生物質を開始 した 日 齢がいつか と い う こ と と 、 それと培養

を行った 日齢がいっでどこか ら こ の菌が出たのか と い う こ と も入れて頂かない と 、 再

発防止に関わる よ う なア ドバイ ス を出 しに く いと思 う ので、 大変だ と 思 う んですが、

それらのデータ もできれば入れて頂ければ良いと思います。 本当はそれをできれば流

図で、 抗生物質を投与した時期を矢印で入れて、 培養検体はどこの時点で採取 したか

を、 ケース ご と に示 している と わか り やすいと思います。

0池上委員長 ぁ り “ と う ございますぶれ･感染･皿な“で、 M m“先生
方にまた ご苦労をかけなければな ら ない部分も出て く るかも しれない と 思いますが、

今、 手元にある資料と してはそろえ られれば集めて頂 く と い う こ と で。

も う 1 つ、 やっ ぱ り 母親に投与された抗生剤も新生児の培養結果に影響してき ます

ので、 母親投与も含めて整理して頂ければと い う ふ う に思いますが、 よ ろ しいでし ょ

う か0

0藤森委員 ち ょ っ と 右幅認だけ、 すみません。
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う ち棚島選び方ですが、 なぜの鬮が競れたのかれ 、 う の み盂
“れかね の圏“、 も し よ る切れるま症例番号を教えて頂ナる と う れ しぃかな

と 。

　 　　 　 　 　 　 　 　　　　　　　 　 　　 　　　

こ ち らq圏蛔は、 事務局案と して取 り 急き掲載した と Vリ リが○事務局 (御子柴)

本音でございますが、 平均的に原因 と か評価、 提言の項に原因分析委員会で取 り ま と

“ られき“事例と 発熱ですめ所見“あた事例を皿ピ, ク , ' プしたか う
のが現状です。 あ と は新生児期にも所見があったものな どを選んだ と い う と こ ろです

が、 よ り よい事例について掲載させて頂ければと思ってお り ますので。

○上田理事 番号を教えてあげて下さ い。

○事務局 (御子柴) 後ほ ど、 事例番号について ご連絡する こ と は可能でございます

ので、 その他の事例について も先生方にご瀋鶴忍頂ける よ う に 、 事例番号等については

後ほ どご紹介させて頂き ます。

○池ノ 上委員長 今回はかな り ローデータがま と め られていますので、 先生方、 また

お時間はない と 思いますけれども 、 目 を通 して頂いて、 子宮内感染 と い う 視点から

色々検討する のに、 こ のケースのほ う がいいん じゃないか と い う のが も し見つかった

ら 、 また事務局のほ う に教えて頂ければ、 それを取捨選択でき るん じゃないか と 思い

ますので、 よ ろ し く お願い致します。

○村上委員 資料 2 -①の表の一番右側の と こ ろに母体の状態 と い う と こ ろでの情報

を頂いているんですが、 これって 、 多分、 絨毛膜羊膜炎の諸症状の中から出 して頂い

“ものなのかなと思って 、 全部見る と 、 鬮全‘の と こ ろで子宮の圧痛と分翔･ 羊
水の悪臭と い う のはないんです長蘂 なので、 こ の辺はあま り 私たちが 日 ごろ観察す

る ころでは関係“ないのかななんて恩‐て見ていたんで射れども 、 圏出 して頂
いた事例の中で、 全て羊水混濁 と かは出ている んですね なので、 本当 に観察する項

目 と して 、 こ の圧痛と か悪臭だけでいいのかな と い う のが 、 ち ょ っ と 疑問に思いま し

たので、 せめて混濁は入れても らいたいな と 思って。 お願い します。
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○事務局 (御子柴) こ ち らの子宮の圧痛 と 羊水の悪臭 と い う と こ ろ 、 ｢な し｣ の中

に原因分析報告書に記載がないものが含まれてお り ま して 、 どち らかと い う と そち ら

の方が多い可能性も あ り ます。

あ と 、 混濁については、 原因分析報告書の中でも 、 それを も って感染 とする ･ しな

い と い う のが 、 羊水混濁があった こ と について言及 されている事例も あ り ま したので、

そち ら については石鶴忍、 集計致します。 あ り が と う ございます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 それではよ ろ しいですか。

○藤森委員 多分、 今のお話は、 Lenck i の分類に子宮の圧痛 と悪臭 と い う のが入って

いるから載せた と い う こ と ですよれ

○事務局 (御子柴) そ う です。 はい。

○池ノ 上委員長 ガイ ドライ ン等も参考に しなが ら。

○事務局 (御子柴) はい、 そ う です。

○池ノ 上委員長 でも 、 も っ と こ う い う こ と を見たほ う がいい と い う のがあれば、 出

して頂いて。

○事務局 (御子柴) これに羊水混濁等、 またあるいは他に母体の所見で傾向があれ

ば集計致します。

○池ノ上委員長 事務局 と して も 、 ど う い う 情報を挙げた らいいか と い う の もまだ迷

ってお られる よ う な と こ ろ も あ り ま して 、 先生方が実際にこ う い う 情報をま と めて比

較 しても ら えればち ょ っ と検討していき たいな と い う のがあれば、 やって頂ける と 思

います。

○隈本委員 ｢な し｣ と ｢記載な し｣ を分けたほ う がいいかも しれません。

○池ノ 上委員長 そ う ですね あ り が と う ございます。

それでは、 ち ょ っ と今 日 初めてで したので、 感染についてずいぶん時間を取って し

まいま したけれども 、 一応、 先ほ ど申 しま したよ う に 、 また こ の資料、 膨大な資料で

すが、 目 を通 して頂ければと思います。 よ ろ し く お願い致します,
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それでは、 続き ま して 、 議題が ｢診療体制について｣ の議論を頂き たい と 思います。

それでは、 事務局、 説明をお願い致 します。

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 まず、 資料 5 を ご覧頂けますで し ょ う か。

資料 5 が ｢診療体制について｣ のご意見シー ト と い う タ イ トルになってお り ま して 、

今回 、 先生方にメ ールでご連絡させて頂き ま して 、 ど う いった視点で分析すべきか、

あ るいは ど う いったデータ を蓄積してい く べき かご意見を頂いたものを取 り ま と めた

資料になってお り ます。

上の具体的な分析項 目 な どのご意見、 また母体搬送 ･ 新生児搬送事例についてのご

意見 と いった と こ ろが今回の取 り ま と めへ向けたご意見かと思われますので、 これ ら

の視点で取 り ま と めよ う と 致しま した。

ただ し、 圏、 全仰月を取 り ま と め る “がなかなか難 し く ･ 今回･ 事務局案と して事
例を絞って集計 してみま した。 資料 3 か ら資料 4 -①、 ②、 ③が診療体制についての

資料と なってお り ます。

まず･ 資料 ' でさい“すぶち ら にも記載 してお り ますが、 鬮の う ち剛を発ず、 資料 3 でご

た事仰圓に取症した事例 に取 り 急ぎ絞って分析致しま した。 早荊な どの重篤な疾患の場合には

緊急性を要する と い う こ と も ございます し、 ま た早熟] と い う 疾患の特徴から母児両方

の救命や予後 と い う のを考えての色々 な判断、 急速遂娩な ど帝王切開の選択が多いで

すので、 麻酔方法について、 帝切決定から児娩出までの時間な どについて も ご指摘等

があ り ま したので、 そ う いったものを網羅的に、 多 く 分析でき る事例かと判断致 しま

して 、 取 り 急ぎ早荊事例に絞って取 り ま と めた と い う 形です。

早示,"事例.皿、 鬮ございま して 、 その う ち早産事例力皿、 正期産力圏と い
った割合でした。

分燦路は、 鬮近く で緊急帝王切開が行われていた と い う 事例ですo
表 1 に 、 事例の背景等をお示 し してお り ま して 、 D I C の診断についてですが、 こ
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ち らはなかなか診断名が記載されていないですと か、 原因分析報告書で言及されてい

ない、 あ るいは所見の記載がないもの等ございま して 、 取 り ま と め る のがなかなか難

し く 、 今回間に合ってお り ません。 早熟i事例に今後も絞ってま と めてい く と い う こ と

であれば、 その診断項目 です と か、 搬送する に至った検討要因 と い う こ と で、 も う少

しき ちん と集計したい と 思います。

次、 め く っ て頂きま して 、 表 2 に麻酔の方法について集計 してお り ます。 こ ち らは

前回第 ,靴報告書の と き に も一度集計 し‘お礦すが 全身麻酔の割合が撚 り皿
鬮近 く 、 あ と 硬月耕麻酔について撫痛分娩後輸‐た もの も ございま して ･ な ‐は無痛分娩後に行った もの も ご ミ

、ませ籏 霊･無痛分娩後にと こ ち ら も集計途中で申 し訳ございませんが、 は無痛分娩後にそのまま移行 した

と い う も の も ございます。

表 3 に 、 帝王切開を決定 してから児娩出までの時間 と い う も のを集計 してお り ます。

緊急母f村搬送あ り の事例については、 搬送元で早剥が診断されている事例も あれば、

胎児機能不全と い う こ と で搬送されて搬送先で早剥が診断された も のも ございます し 、

その中には例えば早産 と い う こ と で単純に搬送され、 搬送先で早熟iの診断がついた事

例等も あるか と 思われます。 母閤搬送あ り の事例については注釈 2 を付けてお り ます

が、 よ り 詳細に分析しなければ、 こ の時間についてはなかなか言及 しに く い と いった

印象です。

次、 表 4 か ら 、 小児科医の立ち会いの状況と い う こ と で、 第 3 回の取 り ま と めの途

中経過でも一度お示 し してお り ますが、 原因分析報告書に記載があったものを集計 し

たも のになってお り ま して 、 事前に応援要請があった事例について内訳 と してお示 し

してお り ます。

表 5 が 、 搬送があった事例について、 その搬送された分娩6鶴設区分を経路順にま と

めたものになってお り ま して 、 中には病院から病院に搬送された事例等も ございま し

た。

4ページに表 6 を取 り ま と めてお り ま して 、 こ ち らが母体搬送事例の う ち 、 その搬
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送理由 を集計 してお り ます。 早熟i を診断 された、 あ るいは疑い と い う こ と で搬送され

た事例.皿、 そ“他“疾患弱い.母体管理と された も“力皿、 ぁ と は児の管理
“でき ないた“搬送 “た事例も圓ぁまと い う状況でございま したo

･ ぺ‐''‘は 新生児搬送“状況“集計･‘お り まK ･ ち襲 ｢あ り め皿ジには、 新

と “鬮近と い う こ と で 近 く 。 また、 こ の う ち母体搬送され、 さ ら にう新生児搬送されている

事例等も あ り ます。 それがよい悪い と い う のは難しい と 思われますが、 母体も搬送さ

れた上に さ ら に新生児も搬送された状況も あったかと 思われます。

次、 資料 4 -①、 ②、 ③ですが、 ①はかな り 細かく 申 し訳ございませんが、 それぞ

れの事例について 、 妊娠週数、 先ほ ど集計した よ う な項 目 、 脳性麻痺の原因、 基本的

にはほ と んどが早剥が原因事例ですが、 ど う い う 状況だったかな どをお示 し してお り

ます。

ぁ と は･ 先 ･“ ど“ よ う な搬送理由 につい‘は重複 し‘いる ものも ぁ り 、 最蛔薑で
したが、 原因分析報告書の記載から取 り ま と めてお り ます。

前回の委員会等でご意見等頂き ま して 、 搬送の時に ど う いった職種のス タ ッ フが付

き添ったか と い う こ と でございま したので、 分かる も のについて記載を抜き 出 してお

り ますが、 やは り ち よっ と原因分析報告書の中からみるのが難 しかった と い う 印象で

す。

あ と 、 搬送については、 決定 した時間の区分を、 平 日 なのか、 休 日 なのか、 日 中な

のか、 夜間なのか等、 お示 し してお り ます。

蘇生について も 、 一応、 N C P Rの受講の状況と い う のはち ょ っ と わからなかっ た

んですが、 ど う いっ た職種が蘇生を行ったか、 また蘇生の状況が分かる と い う 意味で、

医学的評価について良否を記載 してお り ます。

あ と は立ち会いの状況、 応援要請の状況等を、 分娩時の状況と してお示 し した表に

なってお り ます。

また 、 新生児搬送についても 、 同 じ く 付き添いスタ ッ フ と か搬送時期の区分をお示
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し してお り ます。 集計が間に合ってお り ませんので、 件数については後ほどお答え さ

せて頂き たい と 思います。

次に 、 資料 4 -②にな り ますが 、 こ ち らについてが、 先ほ ど言った時間についてい

く つかの視点で取 り ま と めたものになってお り ま して 、 診断か ら搬送先に到着するま

での時間、 搬送元から搬送先までの到着の平均時間等、 また、 母体搬送決定 してから

到着する までの時間等、 時間をい く つかの視点に区切って集計 したも のの表になって

お り ます。

資料 4 -③が、 そ う いった母体搬送の と き の状況について原因分析報告書の記載を

抜き 出 したもの と 、 ま た結果的には急速遂娩を決めてか ら児娩出まで どのよ う に経過

したかを個々 の事例について記載を抜き 出 したものが表 4 -③ と なってお り ます。

また、 資料 3 にお戻 り 頂きたいのですが、 先ほ ど と 同様、 原因分析報告書を抜き 出

した と こ ろについては、 少 し説明を割愛 させて頂き ます。 22ページから現況を記載し

てお り ますので、 そち ら を ご覧下さい。

22ページか ら 、 灰色に塗 り つぶ して ございます部分については、 今回、 帝王切開の

時間 と い う こ と でご意見があ り ま したので、 参考 と なる記載等を探しま したが、 なか

なかこ う いった視点は難 しい と い う のが現状で して、 原因分析報告書でかつて よ く 引

用 されていたものについて、 一応、 掲載してお り ます。 こ ち ら を参考にする のも なか

なか難しいかと思いますので、 現在の事例から見えて く る も のを記載 してい く よ う な

方法、 あるいは一般的な記載を したい と 考えてお り ます。 取 り 急ぎ参考に記載 してい

ます。 (2) は、 麻酔についてのご意見がございま したので、 前回の記載につなげて、 よ

り 詳し く 緊急時の産科麻酔と い う こ と で記載してお り ます。

23ページから 、 今回、 診療体制 と い う こ と でございま したので、 周産期医療体制全

体について指篩十をお示 し している の と 、 あ と は主な地域の診療体制が ど う なっている

のか と い う こ と を 、 今後も掲載するかど う かは別 と して 、 今回、 参考に 3件ま と めて

みま した。
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①が東京都で して 、 東京都は母体救命の搬送ルー ト と 、 早荊な どに特化 した胎児救

急と い う 視点が導入されて診療体制が組まれてお り ますので、 そ う いったモデルの 1

つ と い う こ と で掲載 している のが25ページまで と なってお り ます。

次、 26ページからが大阪府における周産期医療体制 と い う こ と で、 大阪はO G C S

と いって産科 と小児科の診療相互援助システム と い う独 自 の ものがございますので、

その新生児 と産科の相互の働き が よ り 活発な と い う か、 診療体制の 1 つの例 と してお

示 し してお り ます。

27ページの③から は宮崎県の周産期医療体制 と い う こ と で、 土池坊であって も 、 例え

ば総合周産期ですと か、 その受け入れと なる 、 母体 と な る基幹病院が均等に配置され

ている と いった と こ ろが特徴かと思いま したので、 ち ょ っ と 事務局の案でございます

が、 一応、 引用 させて頂いて掲載 してお り ます。

それに付随して、 本 日 お配 り しま した参考の 2 -①、 ②、 ⑧が、 それぞれの県です

と か、 才鹸十を参考資料と してお配 り してお り ます。 図です と か、 表が見に く い と こ ろ

について、 ご覧頂ければ と 思います。

特に、 参考 2 -②は東京都の産婦人科医会から ご提供頂き ま して 、 搬送体制がわか

り やす く 図形式になってお り ま したので、 引用 させて頂いてお り ます。

原稿の30ページから提言にな り ます。 先ほ どご指摘頂き ま したが 、 まだ原因分析報

告書の傾向をま と めたものにな り ますので、 こ ち ら もたたき と い う こ と で、 これから

広 く 先生方にご意見を頂いて、 方向性等を踏ま えて修正 したい と 思います。 ご参考ま

でに と い う こ と で、 こ ち らの提言の説明は時間の関係から割愛させて頂き ます。 以上

です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 周産期医療体制 と い う こ と につい

て、 そろそろ検討ができ る のではないかと い う ご意見から 、 こ う い う 作業を事務局で

やって頂き ま した。 今 日 は、 全般的な取 り ま と め と い う こ と で、 まだポイ ン ト は絞ら

れてお り ませんが、 早剥をテーマに挙げて、 体制の問題を少 しま と めて頂いた と い う
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こ と であ り ます。

いかがで し ょ う か。 今後のま と め方の方針であ り ます と か、 方向性 と かについてご

意見を頂きたいのですが。

○箕浦委員 私、 アンケー ト の と こ ろで書いておいたんですが、 中井先生の資料をご

用意 して頂いたんですけれども 、 中井先生が最近よ く 、 搬送する よ り は 目院でやった

ほ う が予後がよいケースがある ので と い う こ と を盛んに言ってお られますので、 ぜひ

その方向でそ う した ら予後はど う 変わったか と い う 視点でも 、 ち ょ っ と ま と めて頂け

る と いいかな と思います。

○池ノ上委員長 あ り が と う ございます。 実際のデータ と い う か、 数値的な問題を分

かる よ う にですれ それはよろ しいですね

○事務局 (御子柴) はい。 時間について、 その状況について 、 目 方醇没で娩出 した場

合と搬送 した事例についてわか り やす く 集計する と 。

○池ノ 上委員長 時間 と い う よ り も 、 む しろ予後で し ょ う 。

○箕浦委員 も し仮に新生児の応援も呼んで産科医の応援も呼んで 目 院でやって、 そ

れか ら搬送した場合、 予後がよ く な るケースが どの ぐ らいあったかど う か。 中井先生

はよ く 、 全部 と り あえず診断がついた ら搬送 じゃな く て 、 場合によ っ ては 自 院でやっ

て 、 それから搬送 したほ う が予後の改善が得られる のではないか と い う よ う なお話を

されている と思 う んですけれども 、 僕、 直接中井講演を聞いたこ と があるんです。

○石渡委員長代理 それは診療体制にも よ る と思 う んですけれども 、 そ この病院で緊

急帝切を して 、 ス タ ッ フが どの ぐ らい従事しているかど う かにも よ り ますけれども 、

新生児を診る 医師がいればいいけれ ども 、 いない と こ ろ も た く さ んある し、 それから 、

今、 母体救急も含めていわゆる周産期センターの先生が問題になっている 当該医療機

関のほ う に出向いて、 そ こで先生 と 一緒に帝切な り あ るいは児を出 して、 その状態に

よ ってはセンターのほ う に搬送する と か、 ケース ･ バイ ･ ケースでみんな違 う と 思 う

んですけれども 、 今、 そ う い う 動きが、 特に母体死亡葱成らす と い う 観点から 、 検討
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されています。 三重県 と かそ う い う と こ ろで少 し始ま ってき ている のではないかと思

いますけれども 。

○箕浦委員 そ う い う こ と なんです。 そ う い う 視点でこ の症例を見てみた ら ど う なの

かな と い う こ と なんですれ

○池ノ 上委員長 わか り ま した。 搬送を受ける と い う 体制だけ じゃな く て 、 ドク ター

デ リ バ リ ー と い う 観点からの体制の整備、 あ るいはそれが ど う なっているか と い う こ

と も ち ょ っ と調べてみて頂ければ乙思います。 そ う ですれ よ ろ しいですか。

○市塚客員研究員 恐ら く 、 今、 箕浦委員がおっ しゃったのは、 参考資料 2 -②に 目

院例でやった場合と搬送例でやった場合の母体の予後ですと か新生児の予後 と い う の

が 、 中井先生の資料を基に して頂いた資料なんですけれども 、 そ こ に載っているかな

と 思 う んですが、 事務局に集まってきた症例は、 全てがC P と い う と こ ろが始ま り みこ

なっていますので、 そのC P になったも のの中で 自 院例でやったものか他院でやった

ものかと なる と 、 なかなか結果がC P になっ ている こ と か ら 、 その考察は難 しいかな

と い う のはあるかな と思 う んですけれども 、 いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 それは市塚先生がおっ しゃ る通 り で、 我々 にはコ ン ト ロ ー

ルがないですから 、 今の箕浦委員がおっ しゃったよ う な こ と を き ち っ と 出すのはなか

なか難しい。 む しろ 、 中井先生と か東京の医会でやってお られる よ う な こ と を参考に

させて も ら って こ の後の議論の中に組み込んでい く と 、 そ う い う 作業になる んじゃな

いか と 思います。

○市塚客員研究員 はい。 わか り ま した。

○事務局 (御子柴) 参考 2 -②のカ ラー面をめ く って頂いた裏面に、 医会の資料と

い う こ と で、 通知を掲載させて頂いているんですが、 こ ち ら に 、 参考値と しま しては、

母体救命搬送の確立によ り 病院選定までの時間は平均9 , 4分で、 搬送時間は平均42 , 1分

に短縮しま した と 。 常‘湖能盤早期剥離が搬送の理由であった場合に、 搬送によ り 児の

死亡 リ ス ク は 4倍に増加 して児の70%が死亡 している こ と が明 らかにな り ま した と い
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ったよ う な形で参考値がい く つか出てお り ますので、 こ う いっ た視点を踏ま えて、 表

がわか り やす く 比較でき る よ う に集計、 存鶴忍 したい と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にはいかがで し ょ う か。

○ 田村委員 資料4 -②の緊急母体搬送有無によ る比較の と こ ろを見ます と 、 結果的

纖=の診断.わい,か ら児“娩出“⑧時間がめ分以上かか‐た事例が鬮を占め
ている と い う 、 そ う い う データ になっているか と 思 う んですけれども 、 これに地域特

性がないかど う か調べていただけませんか。 先ほど、 いい例 と して 、 東京 と か大阪 と

か宮崎の例を地域のシステム と して出 してお られますけれども 、 それが例えば 日本地

図に30分以上かかったよ う な と こ ろ 、 も し く は60分以上かかった と こ ろなんかを色分

け し‘た労 し,頂いて例えば今“東京と か大阪では非常.‘少な く ‘圏‘偏っ
ている と か、 何かそ う い う傾向が出れば、 そ う い う システムを取っている こ と が こ う

い う こ と に対 して防波堤になっている んだと カヰ鑑察でき る かも しれません。 そ う い う

こ と が出れば行政のほ う に色々 プ ッ シュするいい材料になるから思 う ので、 まだち ょ

っ と こ の ぐ らいの事例だ と まば ら になるかも しれませんが、 諸裏的な調査項 目 と して

は地域特性がないかと い う 分析も して頂ければ良いと思います。

○池ノ上委員長 それは医会の先生方の視点か ら ど う 見てお られるか と か、 実際に ど

う い う ケース を経験されたか と い う こ と のほ う が 、 よ り リ アルな情報が集ま る 。 これ

は脳性麻痺になった方たちですから 、 石渡委員長代理、 その辺はいかがですか。

○石渡委員長代理 母体死亡のこ と については、 少 しずつ地域特性の分析を始めてい

るんですけ ど、 脳性麻痺のほ う に関 しては、 まだ、 そ う い う 材料が全然ないも ので、

母体死亡はかな り リ アルなものですから 、 割 と調査 しやすいんですけれどもれ それ

に、 50例かそ こ ら しか年間あ り ません。 3 年も続けま したけれども 、 やっ ぱ り 地域特

性はあるんですれ 非常に母体搬送が速いと い う のは、 山梨県は速いんですよ。 こ こ

は母体死亡、 こ の十数年間ゼロです。 む しろ東京のほ う が死亡はあるかも しれない。

山梨県のよ う に母体搬送の場合には受け皿が 2 つ しかない と迷いが全然ないんですけ
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れども 、 東京のよ う に受け皿がた く さ んある と 、 どこが受け皿 と して今一番適切か と

い う のを探 している う ちに時間がたっ ちゃ う なんてい う こ と も あって 、 母体死亡につ

いては特性が少 しずつわかってき ま した。

○池ノ 上委員長 分かる範囲の中で少 しずつ集積を して頂いて 、 いつかはそ う いった

こ と も考えない と いけない と 思います。

実は、 全 く 別件で、 厚生科研の中で体制の こ と をやっていた と き に消防隊の人たち

にア ンケー ト を取ったこ と があ る んですね そ う する と 、 なかなか搬送でき ない と か

と い う よ う な こ と で、 消防隊が どの く らい困っている か と か、 それ と か地域の産科医

の先生たちが ど う い う ふ う 々こ因ってお られるかと い う と こ ろが評価の 1 つの項割こな

る のかな と い う こ と をやったこ と があ る んですけれども 、 今、 言われた よ う に 、 今は

母体死亡に取 り 組んでお られる ので、 胎児を対象に した救急搬送は解明こ く いですよ

れ でも 、 母体死亡にっいてでも わかればいいんですよ ;鸚 緊急搬送の体制 と い う の

　　

○石渡委員長代理 それはわか り ます。

○池ノ上委員長 そ う ですれ 田村委員、 まずはそこ ら辺か らでも母児についての、

母体のほ う か らの緊急搬送に地域特性が どのよ う にあ るか と い う こ と ですね

他にいかがでし ょ う か。

○勝村委員 質問なんですけれども 、 資料4 -①の中で、 早剥になってからの搬送で

はな しに 、 病院外で早熟Jになってか ら入院 した事例 と 、 入院する までは早荊 じゃなか

ったけれども入院 してか ら早荊になった事例を、 ち ょ っ と 分けて見てみたいんですけ

れども 、 何番がそ う なのかわか り ますか。

○事務局 (御子柴) 現在お示 しするのが難しいので確認させて頂き ます。

○池ノ上委員長 ただ、 早荊 と い う のはプロ スペク テ ィ ブに見てい く と なかなかわか

り に く く て 、 最終的な症状が全部出そろった と き には、 多 く の産婦人科医はこれは早

副だと分かる んですけれども 、 出だしの段階では早産なのか早荊なのか、 あ るいは単
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なる普通の出血なのかがわからない。 色々やってい く う ち にだんだんわかって く る と

い う よ う な と こ ろに位置 している んですれ

ですか ら 、 今 、 事務局でク リ アに分ける こ と は非常に難 しいと思 う んですけれども 、

少な く と も母体救急搬送が何らかの所見で適応になった場合、 その経過の中で早荊が

最終的にわかってきて 、 どこで最初のアク シ ョ ンが取られたか と 、 そ う い う 視点か ら

はま と めても ら え るん じゃないか と 思 う んですけれども 、 診断がついてから と か と い

う のはなかなか難 しいん じゃないか と 思 う んですけれども 。

○勝村委員 その中心 と な る趣旨はそれでいいですけれども 、 ち ょ っ と 端っ こ のほ う

で気になっている と い う こ と なんですけれども。 つま り 、 病院の外で、 例えば家で普

通に過ご してた ら急に出血が して病院へ入ってきた と い う と き の慌て方と 、 入院する

までは何ら異常を感 じなかったけれども入院 した後に出血があって早熟Jではないかと

思った慌て方と はち ょ っ と違 う かも しれないと思って 、 その違いを見てみたい。 も し

少ないほ う の数字のほ う を教えて も ら った ら 、 違いがないかち ょ っ と 目 を通 したい と

思いますのでお願い します。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 早剥 と は気づかれないままち ょ っ と した出血 と か、 あ るい

は子宮収縮が起こ っていた と かと い う よ う な形で入院されて、 そ して結果的には早熟i

になった と い う 場合があるわけです為

○勝村委員 だか ら 、 外で早荊になっている場合は、 最初に医療機関に行 く 段階か ら 、

も しかした ら救急になっている場合も あるかも しれないけ ど、 病院に普通に入院 して

からなった場合は、 ち ょ っ と そのあた り が違 う 感 じがする 。 そのあた り です。

○池ノ 上委員長 2 回 目 の報告書の中で、 妊婦さ ん 自身にも っ と 早く 気づいて下 さ い

と い う 情報を発信 していますれ やは り 、 そ こ も大き な要素になる し、 また、 入院 し

ている段階でも病院の中で早く 気づ く ためには と か、 あ るいは気づいた ら ど う い う 体

制で動 く か と か と い う こ と も非常に重要なこ と だろ う と思います。 も しそ こ ら辺が少

し分け られれば分けて頂けますか。 あ り が と う ございます。
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他によ ろ しいで し ょ う か。 ち ょ っ と 時間が私の配分が悪 く て押 してき ていますが。

では、 これも 、 今 日 、 初めてま と めて頂いて 、 これもかな り オ リ ･ジナルなロ ープ-

夕 が付けてあ り ます。 資料 4 -③ですか。 また先生方、 別途お 目通 し頂いて、 体制整

備 と い う と 、 これはたまたま早熟iでやっているんですけれども 、 日本の体制を よ く し

てい く ためには ど う これを分析し、 提言につなげてい く かと い う よ う な視点でご覧頂

ければと い う ふ う に思います。 ち ょ っ と今 日 、 こ の膨大な資料を細か く ご議論頂 く 時

間が ございませんので、 先生方、 その点、 よ ろ し く お願い したいと思います,

それでは、 イ ンフォーム ドコ ンセ ン ト における留意点と い う こ と で、 事務局のほ う

か らお願い致 します。

2 ) ｢再発防止委員会から の提言｣ について

○事務局 (御子柴) まず、 本体資料を ご覧下さい。 2 ページに記載させて頂いてお

り ます。 2) ｢再発防止委員会からの提言｣ について 、 前回の第 3 回報告書の ｢子宮収

縮薬について｣ のテーマをき っかけ と して ご発言等頂き ま した主なご意見等を記載さ

せて頂いてお り ます。 これまでの委員会の中で、 新たなひな形の件ですと か、 ガイ ド

ライ ンに合わせて刊行物も更新する 、 あ 刻ま柔軟に対応でき る よ う に添付文書やガイ

ドラ イ ンについて情報発信 してい く こ と が重要ではないか等のご意見を頂き ま して 、

今回 、 資料 6 と して ｢イ ンフォーム ドコ ンセ ン ト における留意点 (案) ｣ と して取 り

ま と めてお り ます。

こ ち らの提言については、 先ほ ども委員長からお話があ り ま した よ う に 、 昨年度は

第 2 回報告書で早刻の発症にあたって妊産婦にもでき るだけ早 く 受診 して頂き ま し ょ

う と い う こ と で、 リ ーフ レ ッ ト を作成致 しま した。 今回はイ ンフオーム ドコ ンセ ン ト

に着 目 致 しま して 、 その他の既存の提言 と併せて送馨寸 させて頂 く こ と を予定 してお り

ます。

その他の今までの第 3 回報告書の既存の提言については、 報告書の公湯豪か ら約半年
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をめ どるこ巻末に掲載の掲示用提言を送付する こ と と してお り ますので、 今回のこ の提

言について も併せて20 1 3年1 1月 末ごろを 目処に送付したい と 考えてお り ます。 送付先

は、 報告書等を送らせて頂いてお り ます加入分娩機関等でございます。

資料 6 をご覧下さい。 こ ち ら は事務局で取 り 急ぎ作成致 しま したたたき資料でござ

いますが、 ｢イ ンフ ォーム ドコ ンセン ト における留意点｣ と い う こ と で、 産科医療関

係者の皆様へ発信する案と して作成致 しま した。 動機付け と 致しま しては、 黄色い四

角の枠の中に記瑯と している よ う な内容でございます。

1 つ 目 と して 、 大枠 と してのイ ンフォーム ドコ ンセ ン ト と は ど う い う ものか と い う

こ と で、 適応、 目 的、 要約、 期待 される効果や副作用、 その他方法等について十分な

説明を妊産婦と その家族が受けて同意する と い う こ と 。

また、 妊産婦やその家族が よ く 理解 した上で治療を選択 して受けるため、 また医療

者に と って も安全かつ適正に医療を提供するための環境づ く り と して重要ですと い う

よ う な文言も案 と して記載 してお り ます。 よ り 適切な文言について、 あ るいは内容に

ついてご意見を頂ければ≧思います。

その下の欄には、 ｢説明すべき 内容は ? ｣ と い う こ と で、 前回議論頂いた際にもい

く つかご意見を頂き ま した し、 また 、 勝村委員から も ご意見等を頂戴致 しま して 、 定

型文ですと かひな形に掲載するべき項 目 、 あ るいは説明すべき 内容について、 箇条書

きでございますが、 記載してお り ます。

適応や目 的については、 妊産婦やその家族が適応と なっ た病態や実施する必要性を

理解でき る よ う に と い う こ と が重要 と記載させて頂いてお り ます。

要約については、 ど う い う 方法で安全を確保して 、 ど う い う こ と に注意して医療者

側は実施 していき ますよ と い う こ と を説明 しま し ょ う と い う 記載に してお り ます。

また利点や欠点、 あ るいは安全性や危険性と い う こ と については、 欠点を上回る利

点がある こ と で実施する と い う 意義を説明 してい く こ と 。 ま た、 安全性を過大評価し

過ぎて しまいます と 、 なかなか十分な理解が得られない可能性も ございますので、 危
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険性があ る と い う こ と も十分に説明をすべき と い う こ と を記載 しています。

また 、 副作用については、 起こ り う る有害事象だけでな く 、 その発生 した場合の対

応や治療について も説明 して安心 して頂 く こ と も必要かと い う 記載に してお り ます。

また 、 限界 と い う と こ ろにつき ま しては、 実施 して も効果がない、 あるいは作用 し

ない可能性がある と い う こ と も事実でございますので、 そ う いったこ と を説明する論

拠を記載致しま した。

方法 ･ 種類については、 臨床現場において事前に特定でき ない場合も ございますの

で、 包括同意の際に丁寧な説明をする こ と 、 ま た、 実際に実施する際には ロ頭説明で

ございますが、 診療録に記載して頂 く こ と な どを 、 案 と して記載してお り ます。

裏面でございます。 こ ち らにはイ ンフォーム ドコ ンセ ン ト における基本的な姿勢と

い う こ と で、 具体的な記載については空欄に させて頂いてお り ますが、 委員の先生方

からの ど う いったこ と が必要か と いったご意見を頂いて、 それを踏ま えて取 り ま と め

ていきたい と 考えてお り ます。

今回、 き っかけ と なったイ ンフ ォーム ドコ ンセ ン ト の定型文書について も 、 最後の

四角にも ございますが、 定型文書を作成 して活用する と いった と こ ろで、 各方偏設ご と

に汎用でき る もの と い う のは施設それぞれかと思いますので、 その中でも留意すべき

事項と して 、 各ガイ ドラ イ ンですと か添付文書、 基準 ･ 指針 ･ 通知な どの改訂 ･ 発出

な どをも と にそれぞれの処置等における定型文書について も更新していき ま し ょ う 。

また 、 それを情報収集する場所はど う いった と こ ろですよ と いった発信できればいい

のかな と 思いま して 、 また、 これら について広 く ご意見を頂ければ と 思います。 以上

です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 いかがで し ょ う か。 イ ンフ ォーム

ドコ ンセ ン ト について ご議論を頂いてお り ますが、 こ う いった リ ーフ レ ッ ト を再発防

止委員会から出す と い う こ と でいかがか と い う こ と で、 今、 作業が進んでおる と こ ろ

ですが、 いかがでし ょ う か。
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○隈本委員 こ の文面なんですけれども 、 若干問題がある と思 う ので、 ち ょ っ と提言

を させ‘頂きれ 、んでがまず黄色“文章偏相 榊あれ でな く て ｢あ り
ま した｣ です鼻為 こ こだけ何かです ･ ます調 じゃないので、 こ こ を直して頂きたい

の と 、 次の行、 4行 目 、 文書によ る ものがやっぱ り 基本ですので、 イ ンフォーム ドコ

ンセ ン ト にあたっ ては と い う こ と で、 理解を促す文書に よ る説明 と 同意が基本であ り 、

やむを得ず口頭で行った場合は診療録に言輻戟する と い う のが 、 これが原則だと 思いま

す。 口頭の も のは、 ｢例外的に｣ か ｢やむを得ず｣ と い う ふ う に限定をすべきだ と 思

います。 それについては、 皆さ んの ご意見をお伺い したい と 思います。

それから 、 次の赤いピンク のほ う をこ入ってか らなんですが、 その本文の 3 行 目 ｢妊

産婦やその家族が十分な説明を受けて｣ と い う のは、 これはイ ンフォーム ド コ ンセン

ト の定義から言えば、 家族は関係ないんですよ メ乱 イ ンフォーム ドコ ンセ ン ト の基本

は妊産婦で、 妊産婦に同意が取れない場合、 意識昏睡等のその場合に代わ り に家族か

ら取る こ と はあっても 、 原則イ ンフォーム ド コ ンセ ン トですから 、 と る相手は本人で

す。

だから 、 できればこ う して頂きたいんですけれども 、 ｢イ ンフ ォーム ドコ ンセン ト

と は、 ｣ の次に、 ｢妊産婦が｣ と い う ふ う にすぐ主語を入れて頂いて 、 ｢医師やその

他医療ス タ ッ フか ら 、 行われる治療 ･ 処置 ･ 検査等について｣ その何々 について ｢十

分な説明を受けて、 同意する こ と をいいます｣ 。 こ の語順な ら正しい と 思います。

その次に 、 解説 と して ｢妊産婦やその家族が よ く 理解 した上で｣ やる ほ う がいいん

ですと い う のは、 それは正 しいです。

ただ、 同意を取る のは基本本人である と い う こ と を原則 と して守って頂き たい。

それから 、 ち ょ っ と だけ疑問なのは、 2行 目 の一番最後の と こ ろ 、 ｢その他方法｣

と い う のは、 その他方法って こ こ に出て く る のがち ょ っ とハテナなんですけれども 、

その他方法って 、 ど う い う 意味ですか。 ｢期待 される効果と予想される副作用等につ

いて｣ で十分だと思 う んですが、 ｢その他;方法｣ と い う のは何か意図 したものがある
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んですか。

○事務局 (御子柴) いえ、 ｢方法その他｣ でございます。 方法やその他の項 目 と い

う 意味で、 ｢その他の方法｣ と い う こ と ではないです。

○隈本委員 じや あ 、 こ こ に方法です黄熟 要する るこ 、 先に ｢行われる治療 ･ 処置 ･

検査等について 、 その適応、 方法、 目 的、 要約、 期待 される効果と 予想される副作用

等｣ と い う ふ う “こ整理したほ う がいい と 思います。

それで、 関連 します と 、 も う 1 つ下のほ う に行って 4 つ 目 の◎ですけれども 、 こ こ

で言 う と 、 治療 ･ 処置 ･ 検査等の副作用についてお話 しになる場合、 ｢起こ り う る有

害事象のみでな く ｣ の説明ではやっぱ り 不十分だと僕は思います。 僕の意見ですけれ

ども 、 ｢起こ り う る有害事象の種類のみではな く ｣ 、 ｢頻度 ･ ｣ 発生時の対応や治療

についての説明 とすべきです。

具体的な頻度がわかっ ていない場合も あるんですけれども 、 基本的には、 その危険

性の説明の と き には、 その頻度について知 り 得る限 り のデータ を提供する と い う のが

原則なので、 ｢種類のみな らず“頻度 ･ 発生時の対応や治療についての説明を して下

さ い｣ と い う 、 こ う い う 文章に して頂きたいな と 思います。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 細か く 見て頂き ま して 、 あ り が と

う ございます。 よ ろ しいですか。

○御子柴部員 はい。

○池ノ 上委員長 文章をシャープに して頂き 、 あ り が と う ございま した。

○勝村委員 こ う い う こ と をやって も らお う と した理由 は、 子宮収縮薬の事例がある

程度、 3 分の 1 近 く と い う か、 4 分の 1 から 3 分の 1 ぐ らいあって 、 その多 く でイ ン

フォーム ドコ ンセ ン ト が取 られていなかった と い う こ と で、 添付文書にも必要性や副

作用について説明 して同意を得る と 書いてある ので、 今後そ う い う 事例を減ら してい

き たい と い う 趣旨で必要なんじゃないかと い う こ と なので、 そ う い う 意味でお願いを

している ので、 こ のタ イ トル自 体を ｢子宮収縮薬使用時のイ ンフォーム ドコ ンセン ト
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における留意点｣ と して も ら ったほ う が、 明 らかに 目 的 と している こ と への効果があ

る と思いますのでそ う してほ しい。 一般化 して しま う と 、 かえってわからない。 子宮

収縮薬を使 う と き にはイ ンフオーム ド コ ンセ ン ト しま し ょ う と い う こ と で、 他は しな

く ていい と い う わけ じゃないですけれども 、 それは一般的なこ と ばか り 言っ ている と 、

せっかく この原因分析の結果か らやっ ぱ り 提言 している こ と なので、 そ う い う ふ う “こ

して欲 しい と い う こ と と 、 も う 1 つは、 前回の報告書に、 現状の数年前のイ ンフ ォー

ム ドコ ンセ ン ト のひな形をそのまま掲載を一応 しておいたんだけれども 、 それをも う

一回 り バージ ョ ンア ップできた らいいな と い う こ と だったので、 そのひな形をつ く ら

ない と意味がないので、 例えば懐鞭ーiの 、 こ っ ちは裏だ と思 う んですけれども 、 定型文

書について と い う と こ ろで、 学会 ･ 団体のを参考に しま し ょ う じやな く て 、 やっ ぱ り

再発防止を こ こが検討している わけですから 、 再発防止の検討会と して新たにつ く っ

たひな形を機構のホームページに載せて も ら って、 そ う い う の も参考に しても ら って

各医療機関でつ く っ て下 さ い と い う 文言に して も らわない と 、 意味がない と 思 う 。

今 日 も時間がないんですけれども 、 も と も と の医会がつ く った今回の報告書に載っ

ている部分を基に、 少 しこ のあた り の文言を修正 した らいいん じゃないかと い う 意見

を、 僕はも う 既に持っているので、 も したたき台 と してそれを示させて頂いていいの

な らば、 次回、 それを示させて も ら って 、 その文言を基に合意頂ければホームページ

に載せても ら って 、 ホームページに載っているだけではだめなので、 やっ ぱ り こ う い

う 提言を出 して も ら っ て 、 そ う い う も の も参考に して子宮収縮剤を使 う と き にイ ンフ

ォーム ドコ ンセ ン ト して使って欲 しい。 特に、 誘発からする場合は文書でやって欲 し

い と い う趣旨が伝わる よ う に して欲 しいな と 思 う んですけ ど。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 医会がつ く られたイ ンフォ-ム ドコ ンセン

ト と い う のは、 い く つかのイ ンフォーム ドコ ンセ ン ト を 1 つの冊子にま と めている ん

ですれ 帝王切開のイ ンフォーム ドコ ンセン ト だ と か。 だから 、 こ の子宮収縮薬の と

こ ろだけを変える と い う のはなかなか難 しい と い う こ と で、 今回、 こ こ の再発防止の
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ほ う か ら リ ーフ レ ッ ト で出 させて頂 く と い う こ と でコ ンセンサスを頂いてお り ますの

で、 こ の原案を、 今、 勝村委員がたたき台を出 して頂ければ、 それを皆さんで議論 し

て頂いて 、 色々 な文言の よ しあ し と いいますか、 あ しはないかも しれませんけれ ども 、

そ う い う 評価を して頂いて、 そ して再発防止 と して ど う い う ふ う に出 してい く か と い

う こ と を したいと思いますが、 いかがで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

○箕浦委員 私も これを読んで勝村委員 と 同 じ よ う な こ と を感 じてお り ま して 、 これ

は普通の医療従事者と い う のが一般的にやっ ている こ と な も のですか ら 、 も う ち ょ っ

と 具体性がある と い う こ と と 、 それから も う 1 つは、 前に早荊で妊婦さ ん向けにも出

しま したが、 これも同 じよ う な も のを、 妊婦さ ん向けに I C と い う のはこ う い う もの

で、 受け る と き にはそ う い う も のがある はずだから 、 必ずよ く お話を聞いて理解 した

う えで同意 してや り ま し ょ う と い う よ う なも のを出 した ら ど う かな と思 う んです。

○池ノ 上委員長 なる ほ ど。 リ ーフ レ ッ ト は各方篩設に行 く んですまれ 産科医療方癲設

に。 だか ら 、 そ こ に張 り 出 した り 、 掲示 された り 、 恐 ら く 、 するんだろ う と思います

ので、 先生の よ う なご趣旨で使われるん じゃないかと思います。

他にいかがで し ょ う か。

○鮎澤委員 私もそこ を確認させて頂きたかっ たんですが、 ｢産科医療関係者の皆様

へ｣ と い う タ イ トルで出る のは初めてです黄熟 今まで提言と い う 形での リ ーフ レ ッ

ト と い う か、 あ り ま したけれども 、 かつ ｢妊産婦の皆様へ｣ はあ り ま したけれども 、

｢産科医療関係者の皆様へ｣ と い う のは初めてです幻為 多分、 これが どの よ う に使

われる のか と い う と 、 これがこのまま張 り 出 される と い う のはあま り 想定しに く いん

じやないで し ょ う か。

も し妊婦さ んに見て頂ける よ う な趣旨で書く な らば、 やっ ぱ り それはそれな り の書

き方が必要かも しれない し、 も しそ う だ とする な らば、 私は、 緊急時にはイ ンフォー

ム ドコ ンセ ン ト抜き で対応 しなければいけないこ と も あ り ますから と い う こ と だって 、

ただ し書き と して最後のほ う には書かれるべき なんじゃないか と 実は思って、 一般論
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と してのイ ンフオーム ドコ ンセ ン ト を書 く な らで、 拝見 していま した。

実は、 私も 、 本件、 ｢産科医療関係者の皆認茉へ｣ な らば、 子宮収縮薬についてのイ

ンフ ォーム ドコ ンセン ト のない事案が これだけあ り ま した。 子宮収縮薬についてのイ

ンフォーム ドコ ンセン ト についてはこ う い う こ と を書き ま し ょ う と い う こ と が書かれ

る ほ う が 、 医療関係者には役に立つも のになるん じゃないかな と 思っ て拝見を しま し

た。

イ ンフ ォーム ドコ ンセン ト全般を書 く な ら ば、 でき ないこ と も ある 。 緊急時はイ ン

フォーム ドコ ンセン ト適応外の状況がかく かく しかじかある と い う こ と も書 く ほ う が

いいのではないかと思っ ています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 少 しご意見が分かれて、 私も ち ょ っ と ｢産

科医療関係者の皆様へ｣ と い う と こ ろを しっか り 見ていなかったんですけれども 、 確

かに 、 流れから行 く と 、 そ う い う こ と です為 これは ど う しま し ょ う 。 箕浦委員、 こ

れ。 一般の方への啓蒙と いいますか、 イ ンフ ォーム ドコ ンセン ト の理解の仕方 と か同

意の仕方 と い う のは こ う い う こ と ですよ と い う こ と で、 ど こでこ う い う の み二

〇板橋委員 私も魚論澤委員のご意見に賛成で、 やは り 何 と な く これに書いて、 説明 も

そこそこ にバタバタ と オペに行った り と い う こ と が、 時にやむを得ないこ と も あ り ま

すが 、 起こ り がちだし、 患者さ んは患者さん と しての色々 なこ と を知ってお く 、 I C

を取る と き の状況のこ と もやっ ぱ り 知ってお く と い う こ と は、 む しろ よ り よい産科医

療につながる のではないか と 思いますので、 一般的な I C の こ と については、 ぜひ患

者さ んに見えたほ う がいい と 思います。

それから 、 やは り 子宮収縮薬については、 先ほ ど、 勝村委員がおっ しゃっ たよ う な

こ と に関 しては、 僕も同意 します。

○池ノ上委員長 そ う する と 、 患者さ んの啓蒙 と い う こ と についてはまた別枠で、 こ

の子宮収縮薬のみな らず、 色々 な分野がある ので、 基本的に妊婦さ ん褥婦婦さん と い

う のはこ う い う 基本姿勢が必要だと思います と い う よ う な こ と を 、 いつかは取 り 上げ
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て議論 して頂 く と い う ほ う が実効があ り ますかね

○隈本委員 提案なんですけ ど、 今までの再発防止委員会からの提言と い う やり と 装

丁を変えないで、 ｢再発防止委員会からの提言｣ と なっている基本バージ ョ ンで産科

医療者向けをつ く り 、 必要があれば と い う か、 も し新 しいバージ ョ ンでいいも のがで

きれば、 ｢妊産婦の皆様へ｣ の これ と 同 じバージ ョ ンで作る と い う ふ う に したほ う が

いいで し ょ う 。 これだけ何か特別扱いの ものを作る よ り も 、 今まで通 り の装丁で 2 つ

一緒に。

○池ノ 上委員長 流讃破こ沿って と い う 意味ですね

○勝村委員 今田ま時間がないので次回に向けてですが、 今、 お話を聞いていて僕が

感 じたのは、 と 々こか く ひな形をつ く って欲 しい と い う こ と は絶対なんですけ ど、 こ の

提言に関 しては、 ｢産科医療関係者の皆牀茉｣ 向 けには子宮収縮薬のイ ンフオーム ドコ

ンセ ン ト と い う こ と で時〉っ て も ら って 、 一般の ｢妊婦さ んの皆様人｣ と い う 提言は、

一般のイ ンフ ォーム ド コ ンセ ン ト の受け方 と い う 形で、 できれば両方同時にやる こ と

ができれば、 非常に色々 な意味で再発防止の形と してはいいよ う な気が します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 同時ができ る かど う かは別 と して 、 よ く わ

か り ませんけれども 、 常イ湖能盤早期剥離の と き に、 妊婦の皆さ んにも一応こ う い う こ

と を言っておいて下さ い と 。 そ して 、 お互いに医療者も妊婦さ んも協力 し合いなが ら

医療の改善に向けて行き ま し ょ う と い う ス タ ンスでや り ま したので、 イ ンフォーム ド

コ ンセン ト に関 して も 、 医療者も受ける側も 、 前に進みま し ょ う と い う 、 そ う い う 基

本的なス タ ンスのほ う が、 再発防止 と しては、 あ り よ う と してはいいよ う な気が しま

す。 あ り が と う ございま した。

それでは、 次回は、 こ の原案を提示 して頂いて、 それをご議論頂 く と い う こ と 姦こ し

たい と 思います。 ど う も あ り が と う ございま した。

3 ) その他
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0滕委員 全く 関係な' ･んです･だ、 先撚 症例数が増え‘※、 鬮でした.
け 、 なって き て 、 事務局で教えて欲 しいんですけれども 、 我々 色々 な リ クエス ト をす

るわけですよれ 結構、 申 し訳ない、 ごめんな さい、 と 言いなが ら リ クエス ト してい

ますけれども 、 実際、 データ管理と い う のはど う い う ふ 引こなっているのか。 これか

ら我々 例えば今量鬮ですけれども 、 1 , ooo例 と かになってきた と 割こ ･ どの よ う
に リ ク エス ト して も大丈夫なのかな と い う のが 、 ち ょ っ と 。 例えば、 色々 な こ う い う

項 目 ご と にデータベース化されている と か、 ち ょ っ と そ う い う こ と を教えて頂いても

よ ろ しいで し ょ う か。

○事務局 (御子柴) 現在は、 原因分析報告書を も と に分析する と い う こ と &こなっ て

お り ますので、 基本的には原因分析報告書にある項 目 で、 基本的に平均的に記載され

ているであろ う 項 目 についてはデータ を全て蓄積 してお り ます。

あ と は、 疾患ご と 、 あ るいは今まで取 り 上げたテーマご と &こ 、 よ り 詳細な項 目 で、

例えば妊産婦の移動があったのかど う か と か、 そ う いった時系列で見なければいけな

い項 目 についてはそれぞれのテーマ ご と “こ必要なものを蓄積 している よ う な形です。

ただ、 これが今までです と 、 こ う い う こ と について抽出する よ う に と ご擶蘭頁けた場

合に、 振 り 返って今までの報告書か ら抽出 し直 していた作業があ り ま して 、 それが、

今後は先生のご指摘の通 り 、 1 , 000件になってき た と き にでき るか と い う のは難しい と

こ ろなので、 報告書自体の取 り ま と めの体裁や方向性、 構成について も検討していか

なければいけないかと 思います し、 あ と は一度、 ど う いった項 目 を今後蓄積 してい く

べきか と い う こ と について、 現実性のある も のでご意見を頂いて検討しなければいけ

ないかと 思います。

○藤森委員 ある程度検索でき る よ う にはなっている と い う こ と で、 そ う い う 理解で

よ ろ しいですか。

○事務局 (御子柴) そ う ですね ただ、 そのハー ド面について、 よ り 蓄積 しやすい

システムに してい く のかど う かを 、 現在報告書の取 り ま と め と 併せて検討を進めてい
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る と こ ろで して 、 現在はアナロ グ と い う か、 エク セルな どを基に集計 している と こ ろ

です。 今後、 それを も う 少 しデジタルにでき る よ う るこ検討したい と思っ ている と こ ろ

です。

○藤森委員 早めにやっておいたほ う が。 ち ょ っ と何 と な く 頼みに く い よ う な雰囲気

も 、 数多 く なって く る と あ るので。

○池ノ上委員長 今、 藤森委員おっ しゃ る のはその通 り で して 、 こ う い う ふ う に どん

どん大き く なって 、 我々 は手応えを感じている わけです。 そ う いった こ と を先生方が

世間にア ピールして頂いて、 も っ と 事務局の人員増 と か強化 と かそ う い う こ と につな

げていって 、 今、 ま さ に先生たちがこ う い う 情報が欲 しい と 、 防止のためにはこ う い

う 分析をすべきである と い う よ う な こ と が よ り でき る よ う な組織づ く り も 、 我々 は積

極的に発言していかない と いけないんだろ う と思います。 と か く 世間では、 削ろ う 、

削ろ う と い う 話になって、 我々 はち ょ っ と 追い込まれそ う な感 じがあ り ますので、 そ

う じゃな く て 、 も っ と積極的に、 これだけの財産が集ま っているんだと い う こ と をや

っ ぱ り ア ピールしてい く 必要があるだろ う と思います。 ぜひ上田先生のほ う でもそこ

ら辺頑張って頂いて、 続けていって頂きたい と思います。

他に何かご発言ございますで し ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。 ち ょ っ と 時間が過ぎ

て しまいま して 、 事務局のほ う 、 いかがでし ょ う 。 よ ろ しいですか。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 それでは、 次回 “湖 か ら開催 したい と思ってお り

ます。 胎児旺土出法と 子宮破裂と 、 それからイ ンフォ-ム ドコ ンセ ン ト をテ-マ と して

取 り 上げて議論して頂き たい と 思います。 本 日 は ど う も あ り が と う ございま した。
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